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賀茂季鷹手沢本「新和歌集」翻刻
小
　
林
　
一
　
彦
賀茂季鷹（本姓山本）の子孫、上賀茂社家山本家に伝来した典籍類の中から、 「新和歌集」を翻刻するもの
である。「新和歌集」は鎌倉時代の私撰和歌集である。全一〇巻、八七五首。関東の豪族宇都宮一族の歌人を中心に、一族に関係する歌人および和歌催事の詠作が収められている。宇都宮頼綱（蓮生法師） 、朝業（信生法師）の兄弟をはじめ、頼綱が藤原為家の岳父であったことから、為家やその父定家、為氏（頼綱孫） 、および藤原家隆・隆祐父子、藤原信実ら在京の有力歌人たち、神祇伯源顕仲の後裔で浄意法師（源有季）と浄意法師女ら都より下向した歌人の歌も存在する。また朝業が将軍源実朝の近習であり、実朝や後藤基政・基隆兄弟、大僧正隆弁ら柳営に重きをなした歌人や、河内本『源氏物語』の校訂で知られる源親行、 『万葉集』研究に業績を残した仙覚、素暹法師（古今伝授の東常縁 遠祖）ら、関東に縁の深い人々の作品も収められている。このほか、為家に対抗した葉室光俊（真観）や衣笠家良 もあり 興味深い。伝本は、これまで神宮文庫蔵甲本、同乙本、宇都宮二荒山神社蔵本、彰考館文庫蔵本、学習院大学国文学
研究室蔵本、天理大学附属天理図書館蔵本、群書類従所収本の完本七 と女性歌人ばかり 抄出本であるノートルダム清心女子大学黒川文庫蔵本が知られていた。すべて同一系統に属し、異本と呼べるような伝本は
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存在しない。
今回翻刻する山本家伝来の「新和歌集」は季鷹の手沢本である。袋綴、二冊。上冊は縦二七・〇センチ、横
一八・九センチ。下冊は縦二七・一センチ、横一九・〇センチ。表紙は香色雲母引地に薄茶で小紋の朽葉をあしらう。料紙は楮紙。それぞれ前表紙の左肩に短冊型の白紙題簽に「新和謌集
 
上（下）
」と墨書。上冊には右肩
に「紅葉賀」の墨書があるが、これは季鷹が『源氏物語』五十四帖の巻名をもとに蔵書を分類整理していた名残である。上冊は全百二十丁、墨付は百十八丁で遊紙は前と後に各一丁。下冊は全百二丁、墨付百丁で遊紙は前後各一丁で と同じで 。字面高さ、一六・七センチ。詞書は四字 げ、また作者の位置がかなり上方から書き出されている。毎半葉八行書き、ただし 部に七行、十行（下冊六九丁表） 、十一行（下冊三○丁ウ）の書写が混じる。上冊（一五丁ウから六二ウ）には朱筆 よる傍書や見せ消ち訂正、濁点が存する。また、一部に薄墨による傍書や見せ消ち訂正なども散見される。
該本は、これまで知られていた諸本と異同箇所を比較した時、やや孤立した本文を保持していた天理図書
館蔵本に近い。天理図 館蔵本には、惜しむらくは本文料紙の切除 よる十五首の脱落が られ、その点でも、天理大学蔵本に近い本文をもつ該本の出現は貴重である
なお、諸本の詳細については拙稿「校本『新和歌集』 （上）／（下） 」 （ 『藝文研究』五〇／五一、昭和
六一・一二／六二・七）を参照されたい。
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凡
　
例
一
 、翻刻に際しては、原本の再現を心がけ、なるべくその面影を残すようにつとめた。改行、傍書、見せ

消ちなどは原本の通りである。
一、旧字・異体字等は、原則として通行の字体に改めた。なお、 「謌」 「哥」についてはそのままとした。一、明らかに誤写・誤脱と思われる箇所については右傍に（ママ）を付した。一、虫損による判読不能箇所については□を用いて補った。一、傍記、見せ消ち つていは、朱筆は下に（朱） 、薄い墨筆は下に（薄墨）と注記した。一
 、
 なお、 「巻第一春」 （一五ウ）から「巻第四冬」 （六二ウ）にかけて朱筆にて施された濁点については、
（濁点朱）と右傍に注記した。
一、空白は行数相当分を（二行分空白）のよう 示した。一、半葉ごとに
　
」を用い、丁替わりについては、上冊下冊ごとの各丁数を漢数字で示した。
一、和歌の歌頭に 連番を付した 新編国歌大観番号に同じ） 。〔付記〕
 貴重な伝来の御所蔵資料の翻刻を御許可下さった山下正義様・尹子様、並びに御教示賜った宇野日出生氏、盛田帝子氏に心より御礼申し上げます。
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新和謌集巻第一

　　
春歌

　　
立春の心を


蓮生法師
１いつしかとかすみもあら
へ （朱）
ぬ
〻 （朱）
やまのはの

あさひよりこそ春は見えけれ


藤原泰綱

」
２たちかはる春のけ きもあらはれて

みねのあさひのかけそのとけき


信生法師
３あつさゆ はるきにけらしたかま の

おのへのみやに霞 な引


浄意法師
４氷ゐし谷の小川 わすれ水

いはまをとめて春はきにけり

」
一

　　　　
右大弁光俊朝臣鶴岳社にて

　　
講し侍ける十首哥に


藤原時朝
５けふりたつむろのやしまのちかけれは

わかすむか やかすみそむらむ

　　　　
題不知
　
蓮生法師
６雪きえぬた ねもはるの色なから

ふもとはかりにたつ霞 な

」

　　　　
宇都宮神宮寺障子哥


京極入道中納言
７かすめともまれにや 見るしら雪の

はるもふりしくみよしのゝやま

　　　　
百首の哥よみ侍ける中に

　　
雪中若菜


藤原泰綱

」
二
８白雪のきえぬ野はらをふみわけて

けふそわかなをつみ しめける

　　　　
蓮生法師八十賀屏風哥


冷泉前大納言
９春のくるけふのわかなもせりかはの

ちよのふるみちとしをつみつゝ
07_【日文研】紀要22_小林一彦_033-134.indd   36 17/03/24   18:04
賀茂季鷹手沢本「新和歌集」翻刻37

　　　　
館にて百五十番哥合し

　　
侍ける

」


藤原景綱
10さと人の衣手さむみわかなつむ

あしたのはらに雪はふりつゝ


証定法師
11まきもくのやまはかすみてみゆきふる

こまつかはらにうくひすそなく

　　　　
春はいつしかまうてゝ山里の

」
三

　　
すまゐみむと申たる人の

　　
もとへ


蓮生法師
12春きてもあとなき庭の苔のうへに

こゝろときゆるゆきをみる哉

　　　　
題不知
　
源長継
13かきくらすけし はおなしそらなから

あめになりゆくはるのあは雪

」


有尊法師
14かきくらしふるとはすれとかつきえて

のこるはこその雪にそ有ける

　　　　
藤原時朝よませ侍ける

　　
五十首の哥中に


藤原基政
15むめの花さかぬかきりはう ひすの

なきてのはるもあらしとそおもふ

」
四


源親行
16雪の中ににほふはるへのむめの花

それとも見えすなをかすみつゝ

　　　　
鎌倉右大臣家より梅を

　　
おりて給とて
17君ならてたれにか見せむわかやと

のきはに匂ふ梅のはつはな

　　　　
御返事


」


信生法師
18うれしさも匂ひも袖 あまりけり

わかためおれるむめの つ花
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
　　　　
衣笠内大臣家に読てたて

　　
まつりける三百六十首哥中


藤原時朝
19色もかもあはれとそみるふるさとの

みかきかはらににほふ梅かゝ

」
五

　　　　
藤原時朝稲田姫社にて十首

　　
哥講し侍しに、夜梅薫風


藤原時家
20 あけはまつ風をしるへにたつねみむ

ねさめにかほるむめのはつ花

　　　　
梅花薫風といふことを


坂上家光
21とめゆかむたかすむやとゝわかすとも

」

風をしるへの めのはつ花

　　　　
蓮生法師八十賀屏風哥


冷泉前大納言
22さきにほふ梅つの川の花さかり

うつるかゝみのかけもくもらす

　　　　
人の花をこひにおらせたり

　　
けるに、おりてやるとて


浄意法師

」
六
23おるそてにかほはとゝめてむめのはな

いろはかりをや人にしられん

　　　　
河辺柳


源親行
24青柳のかけゆく水のふかみとり

あさせもしらぬはるの川なみ

　　　　
夕霞
　　
大中臣能範
25みか月のおほろにみゆるかけ ふの

」

あるかなきかにかすむそ かな

　　　　
題不知
　
坂上道清
26いかはかりやまのあなたもかすむ ん

おほろに見えて出る月かけ

　　　　
花のさくへきころ、雪の

　　
ふり侍けれは


藤原時朝
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27うちきえしなをふる雪に山さくら

」
七

枝にこもれる花のおもかけ

　　　　
百首哥中に


藤原泰朝
28はつ春のこすゑ きえぬしらゆきは

花にさきたつ花かとそ見る

　　　　
山花
　　
蓮生法師
29芳野山みね あさゐるしら雲の

かさなる色やさくら成らむ

」


源親行
30しら雲のあと きみねのかすみより

かせをたよりの花のかそする

　　　　
鶴岳の社十首哥に


藤原朝景
31いかはかり人のこゝころをつくすらむ

花さくころのみね しら雲

　　　　
宇都宮神宮寺廿首哥に

」
八


藤原時家
32雲はなをたえ〳〵見えしみよしのゝ

やまのまもなく花さきにけり

　　　　
題不知
　
浄意法師
33よしのやまいくきのさ ら ぬとも

はつ花まてのよそめなりけり

　　　　
藤原景綱五十番哥合に、

　　
朝望山花

」


橘友家女
34みよしのゝ芳野ゝやまを今朝越て

まつわれはかりみつる なかな

　　　　
同哥合に、山路花


清原時季
35たつねいるさくらは花にさきにけり

やまちのすゑにかゝるしら雲


大江季房

」
九
36かをとめてたつねは りぬやまさくら

かへるみちに しるへなるらむ

　　　　
題不知
　
藤原言盛
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37雲とのみおもひやはてんやまさくら

ふきくるかせににほはさりせは

　　　　
藤原時朝よませ侍りける

　　
哥の中に


丹波広長朝臣

」
38かつらきや花こそ雲のよそならめ

かをたにをくれ風のたよりは

　　　　
花哥とてよめる


藤原親朝
39いくとせの春のすみかと成ぬらむ

よしのゝおく 花 し け

　　　　
蓮生法師八十賀屏風


冷泉前大納言

」
一〇
40おもひいつやを ほのやま さくら花

かけし神代の春のむかしを

　　　　
百五十番哥合し侍けるに


藤原景綱
41いにしへの神代をかけてをしほやま

しらゆふはなのいまもさくらし


証定法師
42花の色の かけてた くしけ

」

みむろ やまに春かせそふく

　　　　
鎌倉入道大納言家月次御会


藤原泰綱
43さほひめのたむけのやま 春風に

雲にもな く花のしらゆふ

　　　　
題不知
　
藤原頼業
44やま里の人 とはゝやみやこより

ほかにもかゝる花やにほふと

」
一一


道願法師
45やまたかみ心のゆきておる花

人に見すへきいへつとそなき

　　　　
宇都宮神宮寺廿首哥に


浄忍法師
46ちらぬ間にいさかへりなむやまさくら

さかりを後のおもひてにして
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

権律師謙忠

」
47よしのやまみぬにもおしきなこり哉

きのふけふこそ花はちるらん

　　　　
海辺帰雁


藤原頼業
48松しまやをしまかさき ゆふなき

かすあらはれて帰る りかね

　　　　
帰雁を


浄意法師女

」
一二
49春といへは花なきさとにゆくかり

こゝろのうちやのとけかるらん

　　　　
宇都宮神宮寺廿首哥に


藤原朝氏
50帰るかりいかにちきりてはるこ の

花にわかるゝなら
ヽ （朱）いひ （朱）
成らむ


照因法師
51ゆくすゑもおなし春とや りかね

」

花にわかれをゝしまさ らむ


清原時高
52おなしくはこしちの花のちらぬまに

かへらはいそけはるのかりかね


西円法師
53ちらぬまにかへるは花のうきなまて

をしきわかれの春のかりかね

　　　　
百首哥中に

」
一三


信生法師
54あしひきのかたやまきゝすうちはふき

つまこひすなり春の曙


藤原泰綱
55かつらきや雲もさくらもわかぬ て

ひとついろなるはるのあけほの56あけわたるとやまの花にうつろひて

いろのちくさにたつかすみ哉

」


藤原景綱
57あけわたる峰 霞の え間より

さくらにのこ いりかたの月
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
　　　　
藤原景綱よませ侍ける哥に


藤原時盛
58くもるともいかゝいとはん春の夜の

月にあまきる花のしらゆき

」
一四


題不知
　
平時重
59さくら木のこすゑはかりやくもるらん

はなの雪ふる春のや 里

　　　　
稲田姫社十首歌に


証定法師
60かすみしくやまのをのへのさくらかり

ぬれこそぬれめ雪 ふるとも

　　　　
藤原時朝四十八首哥すゝめ

」

　　
侍けるに


大中臣能範
61雪とのみふるやみかさのやまざ
（濁点朱）
くら

さすが
（濁点朱）
にぬるゝこのもとぞ
（濁点朱）
なき

　　　　
水上落花


親成法師
62みなそこのかげ
（濁点朱）
のちかふとみえつるは

こず（濁点朱）
ゑの花のちるにぞ
（濁点朱）
有ける

」
一五

　　　　
藤原景綱五十番哥合し侍けるに、

　　
朝山花


坂上道清
63すが（濁点朱）
はらやふしみのさと あさとい
ヽ （朱）
で
（濁点朱）
に

はなのかむかふお
を （朱）
は
ヽ （朱）
つせのやま

　　　　
題不知
　
蓮生法師
64今ぞ（濁点朱）
しる春はたづ
（濁点朱）
ぬるやまざ
（濁点朱）
との

花よりほかのあるじ
（濁点朱）
有とは

」


藤原俊定
65おを （朱）
の
ゝ （朱）
ゝえもくち木のそまのやまさくら

はなにい
ヽ （朱）ゑへ （朱）
ぢ
（濁点朱）をわすれぬる哉


西入法師
66花故になをふるさとにかへ きぬ

いのちぞ
（濁点朱）
よをば
（濁点朱）
そむかざ
（濁点朱）
りける

　　　　
鎌倉三品親王家に三百六十首

　　
歌たてまつりける中

」
一六
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

藤原時朝
67花みれば
（濁点朱）
身のうれへこそわすれけれ

のきば
（濁点朱）
のさくらなをやうへ
ゑ （朱）
ま
ヽ （朱）
し

　　　　
百首哥中に


藤原景綱
68わきかぬる雲と花とはやまざ
（濁点朱）
くら

うつろふ らぞ
（濁点朱）
いろを見せける

　　　　
宇都宮神宮寺廿首哥に

」


源基氏
69このご
（濁点朱）
ろはたよりと人もおもふらん

花ちりてこん春のやま里


丹波国長
70ちらぬよりおもふにおつるなみだ
（濁点朱）
哉

あだ（濁点朱）
なる花のうしろめたさに

　　　　
題不知


蓮生法師

」
一七
71今よりはかくのみにほへさくらば
（濁点朱）
な

このはるば
（濁点朱）
かりのど
（濁点朱）
けきはなし
72あだ（濁点朱）
にのみおもひし人のいのちにて

花をいくたび
（濁点朱）
をしみきぬらん


信生法師
73やまざ
（濁点朱）
くらちりしく庭のなご
（濁点朱）
りまで
（濁点朱）

さそふあらしにまかせず
（濁点朱）
も哉

　　　　
落花浮水

」


想生法師
74よしの河なが
（濁点朱）
れのすゑのさと人は

ちりての後や花をみるらむ

　　　　
鶴岳社十首歌に


藤原景綱
75ありてよのの はうく
く （朱）
と
ヽ （朱）
も桜花

さそひなはてそはるのやま風


藤原基政

」
一八
76ちりのこるはるもこそあれ有て

はてとないゝ
ひ （朱）
そ
ヽ （朱）
花のきかくに

　　　　
花のちりが
（濁点朱）
たになりけるを

　　
見侍て
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

藤原時朝
77花の色をうつりにけりと見るほど
（濁点朱）
に

わが（濁点朱）
身さかりのすぎ
（濁点朱）
にける哉

　　　　
岸藤
　　
信生法師

」
78さきにけりたれにみせましを
お （朱）
く
ヽ （朱）
やまの

いはが
（濁点朱）
きぬまのきしのふぢ
（濁点朱）
なみ

　　　　
松間藤


源宗景
79ふぢ（濁点朱）
の花さくやときはの松にだ
（濁点朱）
に

はるくれかゝる色は見えけり

　　　　
河辺款冬


藤原景綱

」
一九
80やまぶ
（濁点朱）
きの花のしが
（濁点朱）
らみせきもあへず
（濁点朱）

はるくれて行ゐで
（濁点朱）
のかはなみ

　　　　
暮春


清原公高
81ちる花のわかれのみかはおほかたの

はるさへいまはく が
（濁点朱）
たのそら


藤原実好
82おを （朱）
し
ヽ （朱）
めど（濁点朱）
もよものあらしにちる花の

」

のこりすくなるく
く （朱）
る
ヽ （朱）
ゝ春哉

　　　　
九条内大臣家へ三百六十首歌

　　
たてまつりける中に


藤原時朝
83ちりのこる木ず
（濁点朱）
ゑの花をなが
（濁点朱）
むれば
（濁点朱）

はるのひかず
（濁点朱）
もすくなかりけり

　　　　
題不知


藤原頼業

」
二〇
84花もちり春もくれぬるやまのはに

かすみば
（濁点朱）
かりぞ
（濁点朱）
なを
ほ （朱）
の
ヽ （朱）
こりけり


浄意法師
85めぐ（濁点朱）
りあふならひば
（濁点朱）
かりをた みにて

ことしもはるにまたわかれぬる

　（三行分空白）




」
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
新和謌集巻第二

　　
夏謌

　　
住吉社の会に


藤原時朝
86花を見しそのこのもとをたちかへて

なつぞ
（濁点朱）
きにけるころもで
（濁点朱）
のもり

　　　　
更衣


」
二一


藤原泰重
87今はとやひとへにかへむなつご
（濁点朱）
ろも

はなのたもとをよそ なしつゝ


藤原親時
88たちかふる衣 そで
（濁点朱）
はうすけれど
（濁点朱）
 

はるのなご
（濁点朱）
りのふかくも有哉

　　　　
題不知


清原公高

」
89花ちるといとひし風のいつのまに

そで（濁点朱）
にまたるゝ夏のきぬらん


藤原基政
90まが（濁点朱）
へば（濁点朱）
やあをば
（濁点朱）
まじ（濁点朱）
りのさくら色に

いまはうづ
（濁点朱）
きの花そめのそて

　　　　
宇都宮神宮寺廿首中に、

　　
隣家卯花を

」
二二


素暹法師
91春まで
（濁点朱）
はたゞな
〻 （朱）をほ （朱）
ざ
（濁点朱）りのへだ
（濁点朱）
てかと

見えしかきねにさけるうの花

　　　　
神祭を


浄意法師
92けふと
て歟 （朱）もをりはやつさじ
（濁点朱）
かしはぎ
（濁点朱）
の

葉もりの神は神ならぬかは

　　　　
蓮生法師八十賀屏風哥

」


冷泉前大納言
93しのび
（濁点朱）
ねのときはの森の郭公

まつほど
（濁点朱）
にだ（濁点朱）
に夏はしりにき

　　　　
宇都宮神宮寺障子哥に


京極入道中納言
94むらさめもふるのやまべ
（濁点朱）
のほとゝぎ
（濁点朱）
す
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
おもひすつべ
（濁点朱）
きすぎ
（濁点朱）
のかげ
（濁点朱）
かは

」
二三

　　　　
題不知


藤原重頼女
95時鳥なを
ほ （朱）
ま
ヽ （朱）
ちかぬるむらさめに

月さへやま いで
（濁点朱）
ぞ（濁点朱）
わづ
（濁点朱）らふ

　　　　
鶴岳社十首哥に


藤原時盛
96いたづ
（濁点朱）
らにねをなくやまの とゝぎ
（濁点朱）
す

まつにしなれば
（濁点朱）
つれなかりけり

」


藤原朝景
97ほとゝぎ
（濁点朱）
すなくねまたるゝこよひ哉

そらかきくもるたび
（濁点朱）
のまくらに


藤原景綱
98有明の月にまて やほとゝぎ
（濁点朱）
す

をお （朱）
の
ヽ （朱）
が（濁点朱）
なくねもつれなかるらん

　　　　
題不知


源宗景

」
二四
99郭公うらみても猶またれけり

ねられぬ月の有明のそら


藤原親朝
100人づ（濁点朱）
てにことしもきゝつほとゝぎ
（濁点朱）
す

うき身をいとふはつねなりけり


坂上道清
101ひとこゑにわすれやせましほとゝぎ
（濁点朱）
す

まつとせしまのこゝろづ
（濁点朱）
くしは

」


蓮生法師
102ほとゝぎ
（濁点朱）
すたが
（濁点朱）
すむやど
（濁点朱）
もあし曳の

やまのかひあるはつねきかせよ


源親行
103わけきつるおなじ
（濁点朱）
やまぢ
（濁点朱）
のほとゝぎ
（濁点朱）
す

さととふくれもなきてすぐ
（濁点朱）
なり

　　　　
冷泉前大納言家に百首歌 て

　　
まつりけるに、夕郭公を

」
二五


藤原時朝
104しのべ
（濁点朱）
ともたそかれど
（濁点朱）
きやしるからん

なのりそめたるやまほとゝぎ
（濁点朱）
す
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
　　　　
たいしらず
（濁点朱）


素暹法師
105あし引のやまほとゝぎ
（濁点朱）
すやまにても

なを
ほ （朱）
め
ヽ （朱）
づ（濁点朱）
らしきはつねなりけり

　　　　
鎌倉右大臣家の御会に、

　　
名所郭公

」


信生法師
106こまやまのいしふむ峰のほとゝぎ
（濁点朱）
す

きく人かたきねをや啼らむ

　　　　
藤原時朝稲田姫社にて講し侍

　　
ける十首哥に


　
右大弁光俊朝臣
107なきわたるつくば
（濁点朱）
のやまのほとゝぎ
（濁点朱）
す

しるもしらぬもなべ
（濁点朱）
てきくなり


藤原泰綱

」
二六
108たづ（濁点朱）
ねてもつれなかりける郭公

かへるやま路に一こゑぞ
（濁点朱）
きく

　　　　
宇都宮神宮寺廿首哥に


藤原清定
109やまび
（濁点朱）
このこゑもかはらず
（濁点朱）
ほとゝぎ
（濁点朱）
す

いづ（濁点朱）
れのかたをわきてきかまし

　　　　
杜郭公


藤原時朝

」
110いそぢ
（濁点朱）
あまりおいそのもり 郭公

なくねば
（濁点朱）
かりはを
お （朱）
と
ヽ （朱）
りしもせじ
（濁点朱）
 

　　　　
題不知


藤原重継
111たづ（濁点朱）
ねきて袖そぬれぬるほとゝぎ
（濁点朱）
す

をお （朱）
の
ヽ （朱）
が（濁点朱）
なみだ
（濁点朱）
かもりのしづ
（濁点朱）
くか


素暹法師

」
二七
112たび（濁点朱）
にしてきくは悲しきほとゝぎ
（濁点朱）
す

みやこにかはるねをやなくらん


大中臣能範
113ほとゝぎ
（濁点朱）
すなくやま里にすむ人は

まつもまたぬもはつねきくらん


浄意法師
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114やまが
（濁点朱）
つもたゞ
（濁点朱）
にやはきくほとゝぎ
（濁点朱）
す

まつのとぼ
（濁点朱）
そのあけが
（濁点朱）
たのこゑ


藤原頼業

」
115よをすてば
（濁点朱）
いらんとおもふやまのはに

かねてかたらふほとゝぎ
（濁点朱）
す哉


円勇法師
116すみわび
（濁点朱）
てこゑたてつべ
（濁点朱）
きやまざ
（濁点朱）
とを

なきてもいづ
（濁点朱）
るほとゝぎ
（濁点朱）
す哉


蓮生法師
117かぎ（濁点朱）
りなきなみだ
（濁点朱）
と見せてほとゝぎ
（濁点朱）
す

をお （朱）
の
ヽ （朱）
が（濁点朱）
さつきのあめになくなり


弥陀信法師

」
二八
118ほとゝぎ
（濁点朱）
す人のこゝろをつくしきて

をお （朱）
の
ヽ （朱）
が（濁点朱）
さつきのそらになくなり


平幹縄
119さみだ
（濁点朱）
れに月こそ見えねほとゝぎ
（濁点朱）
す

やまよりいづ
（濁点朱）
るこゑ聞ゆなり


藤原景綱
120さみだ
（濁点朱）
れのそらによふかきほとゝぎ
（濁点朱）
す

なにをうけくのときとなくらん


藤原能季

」
121あやめぐ
（濁点朱）
さねにあらわ
は （朱）
れ
ヽ （朱）
てほとゝぎ
（濁点朱）
す

さつききぬれば
（濁点朱）
なかぬ日ぞ
（濁点朱）
なき

　　　　
出家の後、五月五日菖蒲の

　　
ねにつけて人のもとへ申

　　
つかはしける


信生法師
122おもひきや袖もあやめもひ かへて

よをうきぬまのねをかけんとは

　　　　
五月五日くすだ
（濁点朱）
まおこせ

」
二九

　　
たる人のもとより、そで
（濁点朱）
の

　　
ぬるゝなど
（濁点朱）
申たりける、

　　
返事に


橘友家女
123けふはみなかくるならひのあやめ草

いかなるねにかそで
（濁点朱）
のぬるらん
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
　　　　
菖蒲を


藤原基隆
124なが（濁点朱）
きねのしづ
（濁点朱）
くなが
（濁点朱）
らやあやめ草

さつきのたまと袖にかけまし

」

　　　　
五月五日によみ侍


大中臣景範
125わが（濁点朱）
やどののきば
（濁点朱）
にきなけほとゝぎ
（濁点朱）
す

けふのあやめのねをやつくしつ

　　　　
蓮生法師八十賀屏風哥


冷泉前大納言
126さみだ
（濁点朱）
れはしのにき舟の河やしろ

ぬれてほすべ
（濁点朱）
きなつご
（濁点朱）
ろも哉

」
三〇

　　　　
山五月雨


丹波忠茂朝臣
127ぬれてほすひまこそなけれをとめご
（濁点朱）
が（濁点朱）
 

そで（濁点朱）
ふるやまのさみだ
（濁点朱）
れのころ

　　　　
浦五月雨


藤原景綱
128ひかず
（濁点朱）
のみつもりの浦のさみだ
（濁点朱）
れに

ほさで
（濁点朱）
やあまのたまもかるらん

　　　　
河五月雨


高階重氏

」
129よしの河いはなみふ くなるまゝに

きしもそこなるさみだ
（濁点朱）
れのころ

　　　　
沼五月雨


照因法師
130みご（濁点朱）
もりにからぬあやめやくちぬらん

いはが
（濁点朱）
きぬまのさみだ
（濁点朱）
れのころ

　　　　
だ
（濁点朱）
いしらす


大中臣能範

」
三一
131さみだ
（濁点朱）
れのくものいづ
（濁点朱）
くにいで
（濁点朱）
ぬらん

こよひはまたぬやまのはの月

　　　　
夜盧橘


坂上道清
132さみだ
（濁点朱）
れの雲まの月も身にしみて

はなたちば
（濁点朱）
なのにほふころ哉
07_【日文研】紀要22_小林一彦_033-134.indd   49 17/03/24   18:04
50

　　　　
宇都宮神宮寺廿首哥


浄忍法師

」
133たちば
（濁点朱）
なのそで
（濁点朱）
のかたみとならざ
（濁点朱）
りし

むかしはなにのにほひ成けん

　　　　
鎌倉入道大納言家御会に、

　　
隣家橘


源親行
134あしが
（濁点朱）
きのすゑこす風のにほひきて

むかしもちかきやど
（濁点朱）
のたちば
（濁点朱）
な

　　　　
たいしらす

」
三二


信生法師
135いろもかもかたみなりけり白妙の

そで（濁点朱）
になれにしのきのたちば
（濁点朱）
な


権律師隆快
136いにしへをこふるなみだ
（濁点朱）
やふるさとの

はなたちば
（濁点朱）
なの露と成らむ


藤原泰朝
137すみあらすたが
（濁点朱）
ふるさとのあとならん

」

ひとりぞ
（濁点朱）
にほふのきのたちば
（濁点朱）
な

　　　　
百首哥に、夏夜易曙


藤原泰綱
138くるゝかとおもひもあへぬみじ
（濁点朱）
か夜の

あけゆくそらに残る月かけ

　　　　
夏浦月

道阿法師
139みぢ（濁点朱）
か夜のあくるもしらず
（濁点朱）
汲しほに

月かげ
（濁点朱）
はこぶ
（濁点朱）
たご（濁点朱）
のあま人

」
三三

　　　　
夏暁月


観念法師
140こぎ（濁点朱）
かへるうぶ
（濁点朱）
ねのかゞ
（濁点朱）
りきえはてゝ

またかげ
（濁点朱）
みするやまのはの

　　　　
水上夏月


浄意法師女
141はちす葉にを
お （朱）
く
ヽ （朱）
しら露のひかりさへ

涼しくみゆるなつの夜の月


覚願法師

」
142ちぎ（濁点朱）
りおかむのちのよまで
（濁点朱）
もともとなれ
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
はちすのつゆも
にカ （朱）
や
ヽ （朱）
とる月かけ

　　　　
夏月如秋


坂上家光
143秋きてはいかなるかげ
（濁点朱）
かまたそはん

かねてさやけき夏の夜の月

　　　　
百首哥に、蛍を


源親行

」
三四
144とぶ（濁点朱）
ほたるひかりみだ
（濁点朱）
れてひさかたの

くもゐにちかき秋 ぜ
（濁点朱）
ぞ（濁点朱）
ふく

　　　　
深更蛍火


藤原景綱
145ほたるとぶ
（濁点朱）
なにはのこやのふくる夜に

たかぬあし火のかげ
（濁点朱）
もみえけり

　　　　
水上蛍
　
坂上滋家
146なにはえやあしまの水に
（濁点朱）
見えて

なみのしたにもとぶ
（濁点朱）
ほたる哉

」

　　　　
宇都宮神宮寺廿首哥に


源憲綱
147山のはによこぎ
（濁点朱）
る雲のさ
わ （朱）はヽ （朱）
ぐ
（濁点朱）より

けしきみえくるゆふだ
（濁点朱）
ちのそら

　　　　
夕納涼


坂上家光
148夏ふかきいはゐの水 ゆふすゞみ

まだ（濁点朱）
こぬ秋ぞ
（濁点朱）
くみてしらるゝ

　　　　
題不知
　
仏也法師

」
三五
149ひぐ（濁点朱）
らしのなくゆふぐ
（濁点朱）
れのむらさめに

す（ゞ濁点朱）
しくおつるまきのしたつゆ

　　　　
行路夕顔


藤原泰綱
150たよりにもみてこそすぎ
（濁点朱）
めたまぼ
（濁点朱）
この

みちのゆくてのゆふが
（濁点朱）
ほのはな

　　　　
鎌倉入道大納言家御会に、

　　
六月祓を


藤原時朝

」
151みそぎ
（濁点朱）
するせゞ
（濁点朱）
のいはなみを
お （朱）
と
ヽ （朱）
たてゝ

まだ（濁点朱）
よひなが
（濁点朱）
らかよふ秋風
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
　　　　
蓮生法師八十賀屏風哥に


冷泉前大納言
152ゆふかくるたゞ
（濁点朱）
すの森にみそぎ
（濁点朱）
して

ちとせの秋のはじ
（濁点朱）
めをぞ
（濁点朱）
まつ

　（三行分空白）



」
三六

新和歌集巻第三

　　
秋歌

　　
百首歌中に、立秋を


藤原親朝
153けふといへば
（濁点朱）
す（ゞ濁点朱）
しくなりぬみわのやま

秋のしるべ
（濁点朱）
のすぎ
（濁点朱）
のしたかぜ
（濁点朱）

　　　　
藤原時朝五十哥に


藤原基政

」
154おほあらきのもりのした露いとはやも

草ば（濁点朱）
にを
お （朱）
き
ヽ （朱）
て秋はきにけり


円嘉法師
155ゆふされば
（濁点朱）
をお （朱）
き
ヽ （朱）
そふ露にしろたえ
へ （朱）
の
ヽ （朱）

そで
（濁点朱）
ほしわぶ（濁点朱）
る秋はきにけり

　　　　
題しらす


信生法師
156故郷のみちのしば
（濁点朱）
草しげ
（濁点朱）
りあひて

あとなき庭も秋か
は （朱）
き
ヽ （朱）
にけり

」
三七


藤原重頼女
157人とはぬむぐ
（濁点朱）
らのかど
（濁点朱）
はとづ
（濁点朱）
れども

露のやど
（濁点朱）
りに秋はきにけり

　　　　
九条内大臣家へ三百六十首哥

　　
たてまつ けるに


藤原時朝
158のきば
（濁点朱）
なる
ヽ （朱）おを （朱）
ぎ
（濁点朱）ふく風をたよりにて

ひご（濁点朱）
ろおとせぬ秋はきにけり

　　　　
稲田姫社十首哥に

」


右大弁光俊朝臣
159はつ秋風ふきにけらしなかきほなる

ヽ （朱）おを （朱）
ぎ
（濁点朱）のうは葉のを
お （朱）
と
ヽ （朱）
たつるまで
（濁点朱）
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

源政家
160わが（濁点朱）
やどののきば
（濁点朱）
のをぎ
（濁点朱）
にふく風の

そよぐ
（濁点朱）
につけて秋ぞ
（濁点朱）
しらるゝ

　　　　
題不知
　
平光幹
161みやぎ
（濁点朱）
のゝ草葉の露もわが
（濁点朱）
そで（濁点朱）
の

なみだ
（濁点朱）
もゝろき秋のは 風

」
三八


蓮生法師
162しば（濁点朱）
のとやあだ
（濁点朱）
し心はむすび
（濁点朱）
をお （朱）
か
ヽ （朱）
ず（濁点朱）

さそひなはてそ秋のはつかぜ
（濁点朱）
 


西入法師
163さよふけてすゞ
（濁点朱）
しくもあるかあまのが
（濁点朱）
は

ゆきあひのはしの秋の つかぜ
（濁点朱）
 


平忠幹
164あまのが
（濁点朱）
はもみちのはしをいかにして

しぐ（濁点朱）
れぬさきにわたしそめけん

」

百
（位置ママ）
五十番哥合に、深夜織女


藤原景綱
165ゆきあひによやふけぬらんあまのが
（濁点朱）
は

とわたる風のそらにすゞ
（濁点朱）
しき


証定法師
166かさゝぎ
（濁点朱）
のゆきあひのはしのなかぞ
（濁点朱）
らに

きりたちわたり夜ぞ
（濁点朱）
ふけにける


源行宗

」
三九
167あふことはとしにまれなる なば
（濁点朱）
たの

こゝろもしらず
（濁点朱）
ふく
く （朱）
る
ヽ （朱）
よはかな

　　　　
暁織女


安部泰弘
168こひわび
（濁点朱）
しそのむつご
（濁点朱）
ともつきなくに

あけなんとするほしあひのそ

　　　　
七夕後朝を


藤原親時
169たなば
（濁点朱）
たのかへるあしたはもろともに

たちやわかるゝあまのかはぎ
（濁点朱）
り

」

　　　　
藤原時朝すゝめの三十首

　　
哥中に


権律師仙覚
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170秋をまつあまのが
（濁点朱）
はらのひと夜妻

あさぎ（濁点朱）
りが（濁点朱）
くれたち帰るらむ

　　　　
蓮生法師八十賀屏風歌


冷泉前大納言
171をらじ
（濁点朱）
た（ゞ濁点朱）
さが
（濁点朱）
のゝ秋のはなざ
（濁点朱）
かり

いろのちぐ
（濁点朱）
さにを
お （朱）
け
ヽ （朱）
るしら露

」
四〇

　　　　
稲田姫社十首哥に


藤原朝景
172けさみれば
（濁点朱）
のべ（濁点朱）
のちぐ
（濁点朱）
さのかず
（濁点朱）
ご（濁点朱）
とに

をお （朱）
の
ヽ （朱）
が（濁点朱）
いろ〳〵花さきにけり

　　　　
行路萩


藤原親朝
173たび（濁点朱）
人のゆきゝのをかの秋のいろを

あもとにみする萩が
（濁点朱）
はなず
（濁点朱）
り

」

　　　　
故郷萩


平忠幹
174たかま
ま （朱）
ど
ヽ （朱）
のみやのむかしはうへ
ゑ （朱）
つ
ヽ （朱）
らむ

今こそのべ
（濁点朱）
の秋はぎ
（濁点朱）
のはな

　　　　
題不知

藤原泰綱
175みやぎ
（濁点朱）
のゝふるみ
え （朱）
の
ヽ （朱）
こはぎ
（濁点朱）
さきぬれば
（濁点朱）
 

いろにうつろふ秋のしら露


平時重
176ひとりのみなが
（濁点朱）
むるやどのこはぎ
（濁点朱）
原

」
四一

さてやち なん秋かぜ
（濁点朱）
ぞ（濁点朱）
ふく


蓮生法師
177をお （朱）
く
ヽ （朱）
露のあだ
（濁点朱）
のおほのにさくはぎ
（濁点朱）
の

はなもてちらす秋かぜ
（濁点朱）
ぞ（濁点朱）
ふく


浄意法師
178風のを
お （朱）
と
ヽ （朱）
をあはれとおもふなみだ
（濁点朱）
より

みだ
（濁点朱）
れそめぬる秋のしら露

　　　　
宇都宮神宮寺廿首哥


謙基法師

」
179 したをぎ
（濁点朱）
のす
ヽ （朱）へゑ （朱）
ば
（濁点朱）みだ
（濁点朱）
れてふくかぜ
（濁点朱）
に

そで（濁点朱）
よりおつる秋のしら露


証蓮法師
180あはれとはよそにきくべ
（濁点朱）
き風のを
お （朱）
と
ヽ （朱）
を
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
こゝろとやどす庭の
を （朱）おヽ （朱）
ぎ
（濁点朱）はら


藤原重頼女
181さとはあれてふりゆく庭の荻のはに

とふべ
（濁点朱）
きものと秋風ぞ
（濁点朱）
ふく

　　　　
荻風


藤原景綱

」
四二
182ゆふぐ
（濁点朱）
れのまが
（濁点朱）
きはやまのしたかげ
（濁点朱）
に

やどりしらする秋かぜ
（濁点朱）
のこゑ


坂上道清
183吹かふるを
お （朱）
と
ヽ （朱）
こそなけれ秋ご
（濁点朱）
とに

かなしきまゝの
を （朱）おヽ （朱）
ぎ
（濁点朱）のうはかぜ
（濁点朱）
 


源長継
184数ならぬ身にもこゝろはあ けりと

おもひし する
を （朱）おヽ （朱）
ぎ
（濁点朱）のうは風

」


証意法師
185山かげ
（濁点朱）
にうへ
ゑ （朱）
し
ヽ （朱）
おくてはつれなくて

まづ（濁点朱）
ほにいづ
（濁点朱）
るしのゝをず
（濁点朱）
ゝき


藤原基隆
186なが（濁点朱）
めむとうへ
ゑ （朱）
て
ヽ （朱）
しものを花ず
（濁点朱）
ゝき

しげ
（濁点朱）
らば
（濁点朱）
しげ
（濁点朱）
れ庭もまが
（濁点朱）
きも

　　　　
刈萱
　　
藤原親長
187秋といへば
（濁点朱）
露をかさねてかるかやの

おもひみだ
（濁点朱）
れぬゆふぐ
（濁点朱）
れぞ（濁点朱）
なき

」
四三

　　　　
秋夕
　　
藤原基政
188なべ（濁点朱）
てよにものゝあはれをしることも

秋のゆふべ
（濁点朱）
やはじ
（濁点朱）
め成け
ら
りん歟 （朱）


藤原時朝
189あはれよのうきもつらき しることは

秋のゆふべ
（濁点朱）
ぞ（濁点朱）
たよりなりける


藤原蔭清
190今ぞ（濁点朱）
しる
ヽ （朱）おを （朱）
ば
（濁点朱）なが
（濁点朱）
もとの草の名は

」

あきのゆふべ
（濁点朱）のこゝろなりけり


大中臣光成
191おほかたの秋 あはれはさをしかの

つまよぶ
（濁点朱）
やまのゆふべ
（濁点朱）
成けり


平忠幹
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192そのことゝおもひさだ
（濁点朱）
めぬなみだ
（濁点朱）
こそ

あきのゆふべ
（濁点朱）
のあはれ成けり


清原時季

」
四四
193さび（濁点朱）
しさはむかしもかくやいそのかみ

ふるきみやこのあき ゆふぐ
（濁点朱）
れ


藤原親朝女
194ち（ゞ濁点朱）
におもふこゝろぞ
（濁点朱）
色にいで
（濁点朱）
ぬべ（濁点朱）
き

しのだ
（濁点朱）
のもりの秋のゆふぐ
（濁点朱）
れ


坂上滋家
195あくが
（濁点朱）
るゝ心よいかになりぬらむ

身にこそそはね秋の夕ぐ
（濁点朱）
れ

」


藤原景綱
196おば（濁点朱）
すてや月みぬさきのこゝろだ
（濁点朱）
に

なぐ（濁点朱）
さめかねつ秋のゆふぐ
（濁点朱）
れ


西円法師
197なが（濁点朱）
むれば
（濁点朱）
雲のはたてもさび
（濁点朱）
しくて

そらに物おもふあきのゆふぐ
（濁点朱）
れ

　　　　
宇都宮神宮寺障子歌


壬生二品

」
四五
198春日山あさゐる雲のあともなく

くるれば
（濁点朱）
すめる秋の夜の月

　　　　
蓮生法師八十賀屏風哥


冷泉前大納言
199雲もなくふけにけらしな久かたの

月のかつらの秋のはつかぜ
（濁点朱）
 

　　　　
百首に


藤原泰綱

」
200秋かぜ
（濁点朱）
の夜さむになれば
（濁点朱）
あまのが
（濁点朱）
は

とわたる月のかげ
（濁点朱）
ぞ（濁点朱）
さび
（濁点朱）しき


平光幹
201あまつそらよものあらしに雲消て

ひかりのこさぬ秋の夜の月


藤原景綱
202かりが
（濁点朱）
ねのきこゆるやまのたかねより

あき ぜ
（濁点朱）
さむくいづ
（濁点朱）
る月かけ

」
四六

　　　　
藤原時朝すゝめ侍哥に、
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
　　　　
山家月


浄意法師
203柴の戸やかけひの水にかげ
（濁点朱）
見えて

のきば
（濁点朱）
をめぐ
（濁点朱）
るやまのはの月

　　　　
鎌倉入道大納言家月次御会に、

　　
深山月


藤原時朝

」
204いはねふみかさなる山のおくまで
（濁点朱）
も

すみけるものはあきのよの月

　　　　
二条右兵衛督中将ときこえし

　　
時、鶴岳社にて五十首哥講し侍けるに、

　　
山路月


藤原泰綱
205こえかゝる山路のすへ
ゑ （朱）
は
ヽ （朱）
しらねど
（濁点朱）
も

なが（濁点朱）
きをたのむ秋の夜の月

」
四七

　　　　
同会に、海辺月
206みなとこす入江のなみの引くしほに

行かた遠きつきのかげ
（濁点朱）
かな

　　　　
百首哥中に


蓮生法師
207さとのあまのなみかけ衣よるさへや

月にもあきはもしほたるらん

　　　　
野月
　　
清原時高

」
208ゆふされば
（濁点朱）
たまゝく
く （朱）
く
ヽ （朱）
ず（濁点朱）
にを
お （朱）
く
ヽ （朱）
露の

ひかりをそふる野辺の月かげ
（濁点朱）
 


坂上家光
209露むすぶ
（濁点朱）
野ば（濁点朱）
らの萩の色なが
（濁点朱）
ら

たもとにうつる夜半の月かげ
（濁点朱）
 

　　　　
故郷月
　
浄意法師
210ふるさとにひ りいくよをなが
（濁点朱）
めきぬ

しのぶ
（濁点朱）
にくもるのきのつきかげ
（濁点朱）

」
四八

　　　　
山鹿
　　
源宗景
211秋きてもあきとはみえぬときはやま

いつとしりてやしかの啼らむ

　　　　
なすのへ、かりしにまかり

　　
けるみちにて
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

藤原親朝
212さをしかのやまぢ
（濁点朱）
にかへるあとなれや

すそのゝはら 露のむらぎ
（濁点朱）
へえ （朱）
　
ヽ （朱）

」


蓮生法師
213秋はぎ
（濁点朱）
のさきちる野辺のあさ露に

なを
ほ （朱）
た
ヽ （朱）
ちぬれて鹿ぞ
（濁点朱）
なくなる


藤原泰綱
214たかさご
（濁点朱）
のお
を （朱）
の
ヽ （朱）
へのきりにたちぬれて

つまをこめたるさをしかのこゑ

　　　　
遠鹿
　　
高階重氏
215はるかなるふもとの里にきこゆな
り （朱）るヽ （朱）

」
四九

みねによぶ
（濁点朱）
かきさをしかのこゑ

　　　　
野鹿
　　
藤原泰重
216さをしかのなが
（濁点朱）
き夜すが
（濁点朱）
らこゑたてゝ

あけてのゝちやのべ
（濁点朱）
のくさぶ
（濁点朱）
し

　　　　
槿花を
　
浄意法師
217秋ご（濁点朱）
とにかはらぬ色をなが
（濁点朱）
めても

はかなきものはあ が
（濁点朱）
ほのはな


権律師仙覚

」
218あさが
（濁点朱）
ほのゆふかげ
（濁点朱）
またぬ花にこそ

さだ（濁点朱）
めなきよはいとゞ
（濁点朱）
しらるれ

　　　　
山家槿花


源長継
219庭のおもはひかげ
（濁点朱）
もさゝぬ谷のとに

さかりひさしきあ が
（濁点朱）
ほのはな

　　　　
百首哥中に


信生法師

」
五〇
220あさな〳〵
お （朱）をヽ （朱）
く露さむしたかまとの

の辺の秋はぎ
（濁点朱）
うつろひにけり


蓮生法師
221かり啼て萩のしたば
（濁点朱）
のいろづ
（濁点朱）
くは

わが
（濁点朱）
そで（濁点朱）
よりやならひそめけん


藤原景綱
222きえあへぬ萩のうは葉 あさ露

なみだ
（濁点朱）
と見せてかりはきにけり

」


蓮生法師
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223かりが
（濁点朱）
ねのなみたやかけて見えつらん

草葉にむすぶ
（濁点朱）
露のたまづ
（濁点朱）
さ

　　　　
鶴岳社十首哥に


藤原朝景
224初かりのこゑもほのかにきこゆ也

きりたちわたるあけぼ
（濁点朱）
のゝそら

　　　　
だ
（濁点朱）
いしらず
（濁点朱）

」
五一


浄意法師
225あま小ぶ
（濁点朱）
ねはつかりが
（濁点朱）
ねも時しあれば
（濁点朱）
 

こゑほ
を歟 （朱）
にあげ
（濁点朱）
てなきわたるなり


藤原基政
226帰るさにはなをみすてしうらみまで
（濁点朱）
 

月にはれたる つかりのこゑ


清原公高
227秋かぜ
（濁点朱）
にまつとしりてやはつかりの

」

いなば
（濁点朱）
のやまのみねになくらん

　　　　
冷泉前大納言家に百首みせ

　　
たてまつり侍りける中に


藤原時朝
228ひさかたの雲の衣をかりが
（濁点朱）
ねの

つば（濁点朱）
さにかけて秋はきにけり


信生法師
229あ（ 「い」 一画目重書朱）
さといで
（濁点朱）
のころもで
（濁点朱）
さむみかりが
（濁点朱）
ねの

」
五二

きこゆるそらに秋かぜ
（濁点朱）
ぞ（濁点朱）
ふく

　　　　
行路秋
　
藤原経光
230行末のふもとのをば
（濁点朱）
なうちなび
（濁点朱）
き

あさぎ
（濁点朱）
りはるゝ野辺の秋風

　　　　
秋夜雨
　
藤原景綱
231吹まよふ らしの風にたぐ
（濁点朱）
ひきて

ねざ（濁点朱）
めにかゝる秋のむらさめ

　　　　
秋、やまざ
（濁点朱）
とより人のもとへ申

」

　　
つかはしける


蓮生法師
232かぜ（濁点朱）
ふけば
（濁点朱）
草葉にもろき露をみよ

みやまの秋のそで
（濁点朱）
にまが
（濁点朱）
へて
233なみだ
（濁点朱）
のみ身にそふ山のふかきよに
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
月もはなれぬ秋のそらかな

　　　　
鶴岳社十首歌に


西円法師

」
五三
234あるをこそなぐ
（濁点朱）
さめつらめあぢ
（濁点朱）
きなく

なきおもひさへ月のそふらむ

　　　　
題不知
　
坂上道清
235身のうきもわすれやするとなが
（濁点朱）
むれば
（濁点朱）
　

なを
お （朱）
そ
ヽ （朱）
で（濁点朱）
ぬらす秋のよの月

　　　　
宇都宮神宮寺廿首哥


浄忍法師
236なみだ
（濁点朱）
のみくもるならひとしられなば
（濁点朱）

」

うき身を秋の月やいとはん

　　　　
藤原時朝館の会に、月を


源孝行
237いそぢ
（濁点朱）
あまりなれこし秋もしられつゝ

くまなき月においぞ
（濁点朱）
かくれぬ

　　　　
題不知
　
藤原時家
238むそぢ（濁点朱）
まで（濁点朱）
見るべ
（濁点朱）
きものとおもひきや

こゝろの外のあきのよの月

」
五四


藤原泰綱
239さてもよにおもふこゝろや こらまし

みざ（濁点朱）
らむのちの秋の夜の月


円智法師
240あたらよのあめのうち ぞ
（濁点朱）
更にける

入かたはるゝやまのはの月


大中臣能範
241いつのまにくまなきそらのしぐ
（濁点朱）
れつゝ

」

はるゝもやすき秋の夜の月


親成法師
242あかで
（濁点朱）
入月にそへつるこゝろこそ

かげ
（濁点朱）
てと歟 （朱）
なりても行めくりぬる


円勇法師
243わきてみむいくよもあらじ
（濁点朱）
なが（濁点朱）
月の

はつかにあまるやまのはのつき

　　　　
鎌倉三品親王家の十首御会に

」
五五

　　
月前擣衣
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

源親行
244こゝろなきしづ
（濁点朱）
はた衣おりはへて

うたず（濁点朱）
ば（濁点朱）
よはの月にねなまし

　　　　
里擣衣
　
藤原時盛
245をお （朱）
と
ヽ （朱）
なしの里とはいはじ
（濁点朱）
すむ人の

あれば
（濁点朱）
やいまもころもうつらん

　　　　
百首哥中に、山家擣衣

」


想生法師
246秋風やさむく吹らんしが
（濁点朱）
らきの

とやまのさとに衣うつなり

　　　　
題不知
　
藤原景綱
247なきあかすのば
（濁点朱）
らのむしのおもひ草

をば
（濁点朱）
なが（濁点朱）
もとや夜さむなるらん

　　　　
宇都宮神宮寺廿首哥に


謙基法師

」
五六
248秋の夜のなが
（濁点朱）
きおもひはおとらぬに

われのみとなくきり〳〵す哉

　　　　
題不知
　
西仁法師
249かなしさは秋のならひぞ
（濁点朱）
きり〳〵す

おもひしのび
（濁点朱）
てなかず
（濁点朱）
もあらなん


平経成
250古郷のかきほあれてやきり〳〵す

ふかきよもぎ
（濁点朱）
の露になくらん

」


清原公高
251今ははやあさぢ
（濁点朱）
が（濁点朱）
はらもかれ〳〵に

むしのねよは
わ （朱）
る
ヽ （朱）
秋かぜ（濁点朱）
ぞ（濁点朱）
吹


有尊法師
252啼かはすあさぢ
（濁点朱）
が（濁点朱）
庭のむしのねに

なみだ
（濁点朱）
をそへぬゆふぐ
（濁点朱）
れぞ（濁点朱）
なき


源親行
253たまくらによは
わ （朱）
り
ヽ （朱）
なはてそきり〳〵す

」
五七

なみだ
（濁点朱）
の露はしもゝむすば
（濁点朱）
ず（濁点朱）


成願法師
254をお （朱）
く
ヽ （朱）
露にあさぢ
（濁点朱）
が（濁点朱）
はらはうらが
（濁点朱）
れて

さび
（濁点朱）しくなりぬまつむしのこゑ


藤原国弘
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255ゆふされば
（濁点朱）
あはれみにしむあき風を

うらみが
（濁点朱）
ほなるまつむしのこゑ


顕信法師女

」
256しぐ（濁点朱）
れにもつれなき色はのこりけり

あをば（濁点朱）
まじ（濁点朱）
りのみねの紅葉は


蓮生法師
257もみぢ（濁点朱）
ば（濁点朱）
に入日のかげ
（濁点朱）
やのこるらん

したてるやまの秋のゆふぐ
（濁点朱）
れ

　　　　
建長三年九月三島社哥合に


藤原時朝
258とやまなるならのましば
（濁点朱）
のいろづ
（濁点朱）
きて

」
五八

よさむに秋のなりまさるかな

　　　　
宇都宮神宮寺障子哥に


京極入道中納言
259秋にあへず
（濁点朱）
いろづ
（濁点朱）
きそめし立田やま

いまはしぐ
（濁点朱）
れのそめぬ日ぞ
（濁点朱）
なき

　　　　
題不知
　
浄意法師
260いかにして月のかつらのもみづ
（濁点朱）
らん

くものあなたはしぐ
（濁点朱）
れしもせじ
（濁点朱）

」


藤原泰綱
261しぐ（濁点朱）
れ行ひかず
（濁点朱）
にそへてかたをかの

もりのこの葉はいろまさりけり


藤原景綱
262時雨するいくたのもりの みぢ
（濁点朱）
葉は

とはれんとてや色まさるらむ


想生法師
263おしなべ
（濁点朱）
て時雨にけりなあし引の

」
五九

やまのはご
（濁点朱）
とにいろまさりゆく


玄長法師
264はつしぐ
（濁点朱）
れふるからをのに秋更て

ならのはが
（濁点朱）
し葉色づ
（濁点朱）
きにけり


清原時季
265初時雨いかにそむれば
（濁点朱）
たつたやま

みねのもみぢ
（濁点朱）
のいろまさるらん


蓮生法師

」
266ときはやまいはねにのこるした紅葉
07_【日文研】紀要22_小林一彦_033-134.indd   62 17/03/24   18:04
賀茂季鷹手沢本「新和歌集」翻刻63

ふきもわすれよこが
（濁点朱）
らしのかぜ
（濁点朱）
 
267秋といへば
（濁点朱）
しのび
（濁点朱）
もあへず
（濁点朱）
しのぶ
（濁点朱）
やま

色にいで
（濁点朱）
ゝもちる木の葉哉


信生法師
268ちはやふる神なみ山の秋かぜ
（濁点朱）
に

きしのもみぢ
（濁点朱）
やぬさとちるらむ


源基氏

」
六〇
269このはちるいわ
は （朱）
せ
ヽ （朱）
のもりを見わたせば
（濁点朱）
 

ならし お
を （朱）
か
ヽ （朱）
も秋かぜ
（濁点朱）
ぞ
（濁点朱）ふく


清原時高
270見るまゝにちゞ
（濁点朱）
のはもりの神さび
（濁点朱）
て

しのだ
（濁点朱）
のもりに秋ぞ
（濁点朱）
くれぬる


藤原泰綱
271をしめどもとまらぬ秋のなご
（濁点朱）
りまで
（濁点朱）
 

なを
ほ （朱）
し
ヽ （朱）
たはるゝゆふぐ
（濁点朱）
れのそら



」

新和歌集巻第四

　　
冬歌

　　　　
百首哥よみ侍ける中に、

　　
初冬を


藤原泰綱
272神なび
（濁点朱）
のもりのこのはもかつ散て

しぐ（濁点朱）
るゝそらに冬はきにけり


蓮生法師

」
六一
273みやまべ
（濁点朱）
の秋にわかるゝそで
（濁点朱）
のうへに

やが（濁点朱）
てふりぬるはつしぐ
（濁点朱）
れ哉

　　　　
山家時雨


西入法師
274はつしぐ
（濁点朱）
れきのふもけふもしが
（濁点朱）
らきの

とやまのさとに冬はきにけり

　　　　
夕時雨


藤原実好
（濁点朱）
」
275雲まよふゆふべ
（濁点朱）
のそら
ヽ
の
ヽ
風
ヽ
さま
えぜ
てに

しくれてさむ
き
み
ヽ
神な月哉

　　　　
暁時雨を


権少僧都明愉
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276夜もいまはあけぬとおもへとあし引の

やまかきくもりふるしくれかな

　　　　
海辺時雨


藤原親長

」
六二
277おきつかせよそのむら雲さそひきて

あまのとまやにしくれふる也

　　　　
題不知
　
蓮生法師
278雲ちかきみやまのいほの るしとて

しくれのをとのことにはけしき


行円法師
279雲まよふゆふへ 風 見しほ に

この里 ても きにけり

」


藤原基隆
280なかそらにうきたる雲のいつくより

風にま せ
ヽ
て
ヽ
なし
かく
れきぬらん

　　　　
鶴岳社十首哥に、故郷時雨を


藤原景綱
281たかさこのおのへの宮のゆふしくれ

やまもとかけてふらぬ日もなし

　　　　
後久我太政大臣家に三百六十首

　　
哥みせ奉りける中に

」
六三


藤原時朝
282よの中をあきはてしよりむら時雨

ふるはわか身のなみた成け

　　　　
題しらす
 


坂上道清
283あらし吹庭のこの ふるさとに

しくれせぬよもそてはぬれけり


藤原重継

」
284時雨つゝやまのこのはのふるさとに

あかすちれと あらしふくらん

　　　　
河上落葉


藤原時朝
285もみちはのなかれてい るみなとかは

これやにしき うらといふらむ

　　　　
題しらす
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

浄意法師

」
六四
286吹すくるをとはひとつにたくひきて

よはるあらしにちる木のは哉


藤原泰綱
287あらしやまさそふもみちやうつるらん

ふもとのさとはみちまよふなり


想生法師
288もみちちるあらしの の月かけは

しくるとみえててりま りけり

」


藤原仲兼
289やまかせやのこるもみちをは ふらん

こかけくもらぬ冬の夜の月


坂上道清
290さゝなみやひらのたかねに からしの

うみやまかけてちるもみち哉


藤原朝景
291やまかはの水は木のはにうつ れて

」
六五

そらにのみすむふゆの夜の月


藤原朝氏
292なかきよのまたあけやらぬ柴の戸の

ねさめにさむきこからしの風


謙基法師
293初霜のけさいろ〳〵に見えつるは

うつろふきくにをけは成けり


藤原時盛

」
294をのつから秋見しいろもなかりけり

しものしたなる庭の らきく

　　　　
百首哥に


蓮生法師
295ゆふかりにとりふみた るならしは

はをとまきれてあられふるなり

　　　　
蓮生法師八十賀屏風哥


冷泉前大納言

」
六六
296風さむみうちのあしろ ひをへては

いさよふな もかつこほりつゝ

　　　　
宇都宮神宮寺廿首歌に
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

浄忍法師
297瀬たえしてなかれもやらぬふるかはの

みさひなからにつらゝゐにけり

　　　　
題不知


尼西蓮

」
298まきもくのあなしの川や氷るらむ

もりくるみつ をとむせふ也


平光幹
299よしの山はなよりのち さひ さを

けふなくさむるみねのは ゆき


証定法師
300ふる雪は花とまかへとよしのやま

はるよりさきに ふ人そなき

」
六七

　　　　
深山初雪


坂上家光
301このはにも絶てひさしき深山路を

なをふりうつむけさのはつ

　　　　
百首哥に


蓮生法師
302ときはきのしけきみやまにふる雪は

梢よりこそまつつもりけれ

」


藤原泰綱
303はれやらてときしもわかすふる雪の

つもりてたかきふしのしはやま

　　　　
鶴岳社十首哥に


藤原景綱
304いかはかりみゆきふるらしかひかね

さやにもみえす雲のかゝ る

　　　　
山雪を


」
六八


清原時季
305草も木も春にしられぬ花咲て

雪にときはのやまなかりけり


権律師仙覚
306花ならはさかぬこすゑも まし

なへて雪ふるみよしのゝやま


仙風法師
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307しらゆきのきえぬかきりはむはたまの

」

くろかみやまもなのみなりけり

　　　　
故寺雪


権少僧都明愉
308ふもとにはあか井の水もあらし山

むす こほりにつもる

　　　　
山家雪


藤原泰重
309かりそめにむすひししはの庵なれと

」
六九

雪ふるさとゝなりにけるかな

　　　　
故郷雪


橘友家女
310をのつからとひこし人もしら雪の

ふるさといまはあとたえにけり

　　　　
百首哥中に


坂上道清
311しからきのとやまもふかくふる に

」

ひはら おくを思こそやれ

　　　　
京極中納言家へ千首哥みせ

　　
たてまつりける中に


藤原時朝
312ふる雪にうつもれゆけはしはのとを

たゝくあらしのをとつれもな

　　　　
題不知


西善法師

」
七〇
313月かけのさすにまかする はの戸を

たゝくやみねのあらしな ん


信生法師
314とふ人のあとなきやと さひ さも

にはの雪にそ らはれにける


藤原泰朝
315さをしかのあ はかりしてやまさ

雪のあしたはさひしかりけり

」


源親行
316ふる雪にみつのむらあししたをれて

をともかれ行冬 うらかせ
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

丹波広長朝臣
317そことたにけふりもみえす白妙の

ゆきのしたなるしほかまのうら


蓮生法師
318こぬまてもみちある程はまたれけり

」
七一

おもひたえたるやまのしら雪


藤原基政
319ふみわけて みちのあとも見えぬまて

また りかくす庭のしら雪


権律師隆快
320いにしへのあとふみつくる雪のうちに

あはれもふかしをのゝやま里

　　　　
山路雪


」


藤原朝氏
321かよひこしあとふりうつむ雪の中に

ふみたかへたるいはのかけみち

　　　　
樵路雪


清原公高
322みちそとは心あてにやわけつらん

ゆきよりいつるふゆのやま人

　　　　
沼水鳥


」
七二


安部泰弘
323ちりつもるやまのこのはにかくれぬの

そこともしらぬをし ひ
ヽ
と
ヽ
りこ
ねゑ

　　　　
月前水鳥


近阿法師
324雲かとていとへはやかてすきにけり

月によこきるあちのむらとり

　　　　
河水鳥
　
平忠幹

」
325みなと風さむきゆふへのしほさひに

いはかはのほるかものむらとり

　　　　
宇都宮神宮寺廿首哥に


神行郊
326あしのねのしけきいりえの水とりは

したやすからぬねをやなくらん

　　　　
河辺千鳥
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

信生法師

」
七三
327月かけもきよきかはらにしもさえて

よやふけぬらんちとりなくなり


藤原景綱
328しもふかきいは きこすけふみ分て

かよふかは
ヽへら
にちとりなくなり


賀茂在忠
329風わたるむつたのよとのか ちとり

なくねもさむし冬のゆ くれ

」

　　　　
海辺千鳥


藤原泰綱
330さよころもさえ行袖のしほ せに

ことうらかけてなくちとりかな


丹波忠茂朝臣
331うなはらやなこのしほひのはま千鳥

なくねもさえてうらかせそふく

　　　　
磯千鳥


」
七四


清原公高
332ありあけの月かたふきて松しまや

をしまかいそにちとりなくなり

　　　　
夕鷹狩


行円法師
333かりくらすかたのゝきゝすきこゆなり

ふみのこしたる草はなけれと

　　　　
神楽


」


座蓮法師
334庭ひたくあたりもさゆる冬のよに

しものしらゆふかくる かきは

　　　　
題不知


信生法師
335おいぬれはやすくもとしのくるゝかな

むかしもをなし月日なれ も


源宗景

」
七五
336あはれわかいのちのほとをお ふに

すくる おしきと のく かな


浄意法師
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337ゆくとしをいまいくたひかをしむへき

身なからしらぬ のちなりけり


藤原時朝
338ゆくとしのけふもくれなは すかゝみ

うつりしかけも をやかはらん

」

　　　　
歳中に春のたちけるつこ

　　
もりによみ侍ける


浄意法師
339あやなしや

　　　
けふをかきりの

　　 　
ことしたに

　　
おもへははるのひか
か
りす

　　
なりけり

　（一行分空白）



」
七六

新和謌集巻第五

　　
賀哥

　　
百首哥に、寄鶴祝


藤原泰綱
340あまのはら雲井のたつの声なから

そらにもちよのはしめをそしる

　　　　
八十賀し侍し時の哥に


蓮生法師

」
341のりのみちあとふむかひ なけれとも

われもやそちの春にあひつゝ


冷泉前大納言
342はかりなきい ちはやそちたもちきぬ

すゑのみのりのよろつよも見よ


土御門大納言
343やそちまてひさしくへたる年のをの

なかきかひある春にあふらし

」
七七


権中納言
344めくりあふ りもしらぬ春なれは

やそちのすゑもなを さしき
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

左京権大夫信実朝臣
345わかよはひ君かやそちにおよふてふ

なをゆきつれの千代をま ける


左中将経定朝臣
346やそちふるけふをちとせのはしめにて

」

なをゆくすゑのほとそひさしき


少将内侍
347なをも又千代のよはひ しる 哉

いまのやそちのこゝろならひに


弁内侍
348はるかなる人 よはひをかそふれは

かつ〳〵いまそやそちなりける


下野

」
七八
349かそへしるやそちのみねのまつかせに

なをよろつよと まそこたふる


法印長恵
350にしの山やそちのさかはたかくとも

なをのほるへきみね はるけき


日吉祢宜成茂
351神にいのるやそちのかすはおいらくの

よろつよふへきはしめなりけり

」

　　　　
稲田姫社十首哥に、

　　
寄神祇祝


藤原時朝
352君かよもわかよのすゑもひさかたの

あまくたります神そまもらん

　　　　
寄河祝


平朝定
353みなかみもなかれのすゑ みた川

」
七九

にこらぬみよのためしなりけり

　　　　
藤原時朝在京の時会し侍けるに、

　　
寄神祇祝


惟宗行経
354たまつしま神のうけけるしるしとて

いろある人やひかりまさらん

　　　　
題不知
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

想生法師

」
355いそのかみふるのやしろのさかきはの

いろもかはらぬ君かみよかな


顕信法師女
356わかきみのときはかきはのためしとや

神よのさかきおりはしめけむ

　　　　
寄月祝


源宗景
357くもりなき月もちとせの幾めくり

」
八〇

君かみかけとゝもにすむらむ

　　　　
寄松祝


藤原真義
358君か代ののとけき春の色そひて

みとりそふかき野辺のわ 松


浄意法師女
359神代よりおもへはひさしすみよし

まつをやきみかためしにはせん

」

　　
神祇歌

　　　　
少将にて宇都宮へくたり侍

　　
けるついてに、白川関見侍て


権中納言
360白川のせきのあるしのみやはしら

たかよにたてしちかひなるらむ

　　　　
題不知


有尊法師

」
八一
361白川のせきもる神もこゝろあらは

わかおもふことのすゑとほさなむ

　　　　
日光山にて神祇哥よみ侍

　　
ける中に


権律師謙忠
362すへらきのおさまるみよをおもふにも

くにとこたち すゑそはるけき363しるらめやとよあしはらのあしかひ

」

ひらけてなれるくにつ神とは364世をて すひのひかりこそ長閑なれ

神のなにおふ山のか よ
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
　　　　
宇都宮によみてたてまつり

　　
ける
365あつまちやおほくのゑひすたひらけて

そむけはうへ
（ママ）
のみやとこそきけ

　　　　
宇都宮にくたりて侍ける 、

」
八二

　　
当社三所大明神はたひ人を

　　
あはれみ給ときゝて、宝殿の

　　
はしらにかきつけゝる


藤原仲兼
366たひ人のこゝろやすめよちはやふる

みところ神もさそちかふなる

　　　　
三輪の社にて


蓮生法師

」
367ふりにける神代のすきはそれなから

たつぬる人やかはり行らむ

　　　　
修行の時、大神宮へまいりて


信生法師
368としふともいろはかはらし神風や

いすゝかはらの水のしらなみ

　　　　
賀茂のみあれにまいりてよみ

　　
侍ける


」
八三


藤原時朝
369そのかみにこゝろをかけしあふひくさ

けふのみあれ かさすうれしさ

　　　　
題不知
　
座蓮法師
370神山やけふのかさしのあふひくさ

かくるたのみの行ゑしらせよ


覚願法師

」
371いくとせ 波のしらゆ かけつ む

きしへにたてるすみよしの松

　　　　
鶴岳社十首哥に


藤原朝景
372すみよしの神のいかきはふりなから

いつもかはらぬまつのむら ち

　　　　
題不知


藤原親時

」
八四
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373すみよしのまつのみとりはかはらぬに

としへにけりといかてしるらむ

　　　　
宇都宮神宮寺廿首哥


平秀政
374すみよしのまつはかきりもなかりけり

はまのまさこ かすにまかせて

　　　　
住吉社にまいりて


藤原親朝

」
375しきしまや山としまねはすみよしと

さためて神もあとやたれけん

　　　　
百首哥中に、社頭月


藤原泰綱
376をしほ山松もひさ 代より

かはらぬ月のかけそのとけき


藤原景綱
377あとたるゝ神のちかひやかゝるらん

」
八五

あふくみやまのあきのよ 月

　　　　
検非違使になりて、白襖始に

　　　　
鹿島社にまいりてよみ侍


藤原時朝
378ゆふたすきかけていのりし白妙の

そてにもけふはあまるうれしさ

　　　　
五位尉になり侍て宇都宮

　　
まいりてよみ侍

」
379しめはふるあけのたまかきうつりきて

なをいろまさ わかたもと な

　　　　
宇都宮神宮寺廿首哥に


謙基法師妹
380ふたつなきみつなきのりのたま つら

神もこゝろにかけてあはれめ

　　　　
題不知


丹波忠茂朝臣

」
八六
381おほえ山むかしのあとのたえせねは

あまてる神もあはれとやみむ


円勇法師
382ちはやふる神のみむろのみ めなは
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
くる人ことによをいのるかな

　　　　
日光山にまうてゝ


浄意法師
383なにことを松のあらしもおもふらむ

」

をり〳〵たゝく神 よりいた

　　　　
三島社にまいりて


空寂法師
384くまもなき月 みしまの山風に

よをうき雲はのこらさりけり

　　
尺教

　　
やそちの賀し侍けるに


蓮生法師

」
八七
385たきゝつきてふたちとせに 成ぬれは

そらもけふりとかすむはるかな


左京権大夫信実朝臣
386かすむ夜もこのはかくれにに る哉

わしのみやまのはるの月かけ


権中将光成朝臣
387わしの山つねにすみけるかけなれは

かはらすみゆるはるのよの月

」


左近中将為教
388たえすすむおもかけ見せてきさらきや

をなしむかしのもち月 そら


藻壁門院但馬
389ゆくみち お ふるのりのなくはこそ

ひみつの河のなみにさはらめ

　　　　
普往生観の心を


権律師頼観

」
八八
390ゆきやすきみちとしりぬるこゝろこそ

やかてうきよのほかにすみけれ

　　　　
聞一解悟百千門の心を


信生法師
391うくひすの春をつけゝるひとこゑ

さとりひらくる花のいろ〳〵

　　　　
光明宝林、演説妙法の心を
392このまよりも る月もまつ せも

」
07_【日文研】紀要22_小林一彦_033-134.indd   75 17/03/24   18:04
76

こゝろすゝむるゆふくれのそら

　　　　
耆闍流通の心を


蓮生法師
393みやまにもをなしにほひに咲にけり

みやこの花のいろもかはらて

　　　　
在ヽ諸仏土、常与師倶生の心を
394おしへをく露のかことをたより て

ひとつくさ葉に とる月かけ

」
八九

　　　　
下品下生の心を
395みちもなくわすれはてたるふ さ

月はたつねてなをそすみける

　　　　
入於深山思惟仏道
396ふみなれしうき世のあとはたえ ゝ

みちなきやまにみちをたつねむ

　　　　
日想


権少僧都明愉

」
397山のはの入日にむかふゆふくれは

たのむひかりのさすかとそみる

　　　　
空花の喩を


証観法師
398いかなれは花とはみけむしらくもの

みねにわかるゝいろそむなしき

　　　　
心観第六巻に、初果猶未断

　　
の心を


」
九〇


西円法師
399あかつきはほのかにのこるともしひの

きえなむとてやひかりそふらむ

　　　　
日光山にて、又如浄明鏡悉

　　
見諸色像のこゝろを


権律師謙忠
400くもりなきおなしかゝみにみる人の

おもひ〳〵のかけそかはれる

」

　　　　
我宿何罪生此悪子の心を


藤原時朝
401いまさらにみぬさきのよ つらき哉

さらすはかゝるものはお はし
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
　　　　
説是語時無量寿仏住立

　　
空中のこゝろを
402ほとゝきすかたらひいつる雲まより

かけあらはるゝありあけの月

」
九一

　　　　
六道輪廻の心を


仏也法師
403うきよにはいまいくたひかむまるへき

これをかきりのわ 身ともかな

　　　　
人命不停過於山水
404山河のなか てはやき水よりも

とまらぬものはいのちな けり

　　　　
題不知


」


平忠幹
405さとりいるまことのみちはひとつにて

まとふにおほきのりの門かな

　　　　
松島の見仏上人に法花経

　　
うけ侍て、この縁によりて

　　
後生にかならすあひたてま

　　　　
つらむとてかへり侍けるに、

　　
かの上人のもとより

」
九二
406なかきよのやみにもまとふ身なりとも

ねふりさめなは君をたつねん

　　　　
返事


蓮生法師
407やみちにはまとひもはてしありあけの

月まつしまの人をたのみて

　　　　
藤原時朝あまたつくりたてま

　　
つりたる、等身の泥仏をおかみ

」

　　
たてまつりて


浄意法師
408君か身にひとしときゝし仏にそ

こゝろのたけもあらはれにける

　　　　
返事


藤原時朝
409心よりこゝろをつくるほとけにて

わか身のたけをしられぬ かな

」
九三
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
　　　　
鹿島社にて唐本一切経供養

　　
し侍ける時、ひころはあめや

　　
ます侍けるか、今日しもそらは

　　
れてことゆへなく供養とけ

　　
ぬる事とて、導師


権僧正
隆弁
410今よりやこゝろのやみもはれぬらむ

神代の月のかけをうつして

」

　　　　
返し


藤原時朝
411ちはやふる神よの月の

　　　　　　
あらはれて

　　
こゝろのやみはいまそはれぬる

　（三行分空白）



」
九四

新和謌集巻第六

　　
離別哥

　　
あつまへくたり侍けるに、みち

　　
よりつかはしける


浄意法師
412しるらめやわかのうらちをたちわかれ

ともなしちとり雲になくとも

　　　　
返し


」


京極入道中納言
413今はとてたちわかるなるうらかせは

かへるなみともえやはまた ゝ

　　　　
もとはみやこの人の下野に侍

　　
けるか、あからさまに ほりて

　　
くたりけるに申つかはしける


惟宗行経
414すみわひしもとのみやこをわするなよ

」
九五

今はあつまの人となるとも

　　　　
百首哥に、別


藤原泰綱
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415ひとすちにゆくをわかれといひもせし

とまるもをなしなこりならすや

　　　　
宇都宮にくたりて侍けるか、

　　
あかつきはたゝむと の夜、

　　
人〳〵なこりをしみ侍けるに、ほと

」

　　
なくあけにけれはまかり ち

　　
て、みちより


藤王
橋下傀儡
416あかつきのつらさはいつもならひにき

あやな りつるよはのほとかな

　　　　
京よりくたり侍けるに、池田

　　
の傀儡
かめつる
きせかは

　　
まてあひつれて侍けるか、それ

」
九六

　　
よりかへし侍とて


藤原時朝
417なれきつるそてのわかれの露けきは

かたみにかゝ なみたなりけり

　　　　
さくり題に、別を


照因法師
418かへりこむほとしもあらしたかさこの

まつとないひそこゝろつくしに

」

　　　　
あひかたらひて侍ける女を、出

　　
家のゝちおやのもとへつかはし

　　
侍けるときゝて、申つかはしける


信生法師
419かきくらしゆくそらもなきわかれ哉
には

とまるもとまるこゝろならしを

　　　　
返事


蓮生法師

」
九七
420いまさらにわかるとなにか思ふらん

われこそ き いゑはいてし

　　　　
蓮生法師京へのほりけるに

　　
申つかはしける


藤原時家
421わきてよのわかれはかなしもろともに

おいてはすゑ のこりなけれは
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
　　
羈旅哥


」

　　
大番はてゝくたり侍けるに、白

　　
川の花のこすゑみすてかたく

　　
おほえけれは


平光
（ママ）
422白川のこすゑにとまるこゝろかな

みやこをいつる春のあけほの

　　　　
嘉禎四年春のころ将軍家

　　
御上洛の時、供奉し侍ける

」
九八

　　
に、はまな はしにてよみ侍


藤原時朝
423たちわたるはまなのはしのあさ霞

みてすきか し春のけしきは

　　　　
藤原景綱百五十番哥合し

　　
侍けるに、羈中嵐


証定法師
424たひころもかさなる雲はとたえ て

」

あらしをわくるみねのかけ し

　　　　
旅夕


浄意法師
425なるみかたしほのひるまをまつ程に

ゆきやらぬみちに日そ暮にける

　　　　
旅泊重日といふことを


仙風法師
426けふも又むこやまをろしうみふけは

」
九九

いなのみなとになをやとまらむ

　　　　
藤原時朝五十首哥に


藤原基政
427かち人はあかつきことにいそけとも

やとにさきたつゆふくれそ き

　　　　
修行し侍けるに、やつはし

　　
の木のかけにおりゐて、か

　　
きつはたをよみ

」


信生法師
428かき
（ママ）
はたよゝをひさしくへたてゝも

むかしのあとのいろそのこれる
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
　　　　
信生法師にあひつれて侍

　　
けるか折句によみ侍ける


西音法師
429かくしつゝきえもやられぬつゆの身の

はてはいかなるたひにかあるらむ

」
一〇〇

　　　　
宇都宮神宮寺廿首哥に


藤原時家
430はる〳〵とさやのなか山 か 日

こえてもとをきあつま路のすゑ


素暹法師
431こえなはと思ひしみねにきてみれは

なを行すゑもやまちなりけり

　　　　
題不知


」


蓮生法師
432いしふまむあそのかはらに行くれぬ

みかほのせきになをやとま む


藤原泰綱
433たひ衣あさたつ へのしらつゆの

をきてや袖のぬれまさるらん


法眼円瑜
434草まくらふたゝひむすふやともなし

」
一〇一

そこらたひねのかすはつもれと

　　　　
野旅
　　
源親行
435むさしのやおちて草葉になをそをく

わけ行人の袖のし つゆ

　　　　
旅月
　　
藤原景綱
436月にこそやとも ためすあくるかな

よるはこえしとお ふやまちを

　　　　
旅関月
　
座蓮法師

」
437秋しもあれみや をいてゝあつま路

きよみかせきの月をみるかな

　　　　
旅宿惜月
　
藤原朝氏
438あつまちはみやここひしき旅なれは

いるかたしたふありあけの月

　　　　
百首の哥中に


円勇法師
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439行かへるくもゐのかりにことつてむ

」
一〇二

みやこはとをきつほ いしふみ

　　　　
冬朝旅


念生法師
440しもむすふのちのさゝはらふみわけて

あさたつたひの袖そさむけき

　　　　
題不知


藤原景綱
441すゑとをきいなのさゝはら行くれぬ

」

あらしをさむみやとはなくして


藤原頼業
442かたしきの袖のなみたの かなれは

くさのまくらもうきしまかはら


信生法師
443草まくらいゑちをなにかいそくら

ふるさととてもかりのやとりを

　　　　
祖父の配所へおもむき侍けるに

」
一〇三

　　
中山といふ山をこゆとて


蓮生法師
444行すゑもおほつかなきをいかにして

しらぬやまちをひとりこゆらむ

　　　　
旅宿松風


照因法師
445こけふかきいはねかたしく袖のうへに

なれぬみやまのまつかせそふ

」


証定法師
446ゆめのうちはいつくもおな たひなれは

さむるうつゝのみやこをそまつ

　　
哀傷

　　
尾張権守藤原経綱、すみ侍

　　
ける人身まかりてのち夢に、

　　
なもあみた仏といふもしを

　　
はしめにおきて哥をよみ

」
一〇四

　　
とふらへ、と見侍ける 聞て

　　
よみておくりける


冷泉前大納言
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447みしはうくきくはかなしき世の中に

たへていのちのうたてのこれる


権中納言
448ふかゝりしちきり ほとをおもひかは

あさからすとはな たにそしる

」


右兵衛督
449ついに行みちのしるへとたのむかな

すゝむる夢にむす ちき


左京大夫信実朝臣
450もらすなよちひろのそこはおもく も

ちかひのあみのうけにすくひて


左中将光成朝臣
451なかめつるはなもうき世のい なれは

」
一〇五

ちるをわかれとなをしらせけり


中務大輔為継朝臣
452つてにきくみのりのうみ ふかくとも

なをゆきやすきかたをたのまむ


法眼円瑜
453なにとしてをくれさきたつならひのみ

さためなきよにかはら るらん


蓮生法師

」
454あはれなをとまるいのちもある物を

かはるならひのなと かりけん


藤原泰綱
455身のうさもつらさも とつわかれに

おもひとくに ねは かれける


藤原頼業
456ふしておもひおきても夢の心地して

うつゝならて よをす す な

」
一〇六


藤原時朝
457ありてうき身は からへて世中に

おしみし人のわかれをそ ふ


藤原経綱
458露のみのきえに あとのわかれには

ぬるゝたもとそかたみ成けり


藤原時光
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459みし人のなきをゆめとはおとろかし

」

あるもうき世のうつゝならねは


藤原景綱
460なにかその人のあはれもよそならむ

うきよのほか すまぬ身なれは

　　　　
一首によみておくりける


平長時
461なもあみたほとけといまはちきりても

うきよのゆめをお ろかすらむ

」
一〇七

　　　　
昔あひしれる人のもとより、

　　
なくなれる人のかすをしるし

　　
ておこせ侍け 返事に


浄意法師
462みし人のなきをしらてそやみなまし

うきはみやこのたよりなりけり

　　　　
壬生二品身まかりぬときゝて、

　　
たよりにつけて申つかはしける

」
463いかはかりかつなけくらむよそにたに

みしおもかけのさらぬわかれを

　　　　
返事


侍従隆祐朝臣
464今もなをなけきをさらぬわかれかな

みたれす見えしおはりなれとも

　　　　
あひともなひたりける女、わつ

　　
らふ事大事に りてほか

」
一〇八

　　
へうつり侍ける時、をりから

　　
しくれのし侍けれは


平経時
465おもひねのなみたあらそふはつしくれ

いつれかまつはそてぬらすらむ

　　　　
題不知


藤原頼業
466わかれにし人のかたみのゆふけふり

」

いかなるかたの雲となるらむ

　　　　
父信生身まかりたりける

　　
のちのわさし侍りて、あした
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
　　　　
によみ侍


藤原時朝
467たきすてしけふりもいまはたえねとも

けたぬおもひは身にのこりけり

　　　　
武蔵守平経時の室身まか

」
一〇九

　　
りにけるころ


蓮生法師
468たれよりもこゝろやすしと思し

まさるなけきのふかきなりけり

　　　　
としころあひなれける男

　　
まかりてのちよみ侍ける


尼西蓮
469わかれてはなからふへきもなかりしに

」

あれはあらるゝうき身なりけり

　　　　
母の身まかりけるに、念仏すゝ

　　
めておもひのことくおはり け

　　
侍ぬ、ときゝて申つかはしける


左京権大夫信実朝臣
470をしへやるみちをまことゝおもふにも

こゝろやすくそ人はさきたつ

　　　　
返事


」
一一〇


蓮生法師
471行やすきみちにも人をさきたてゝ

あとをたつぬるほとそかなし

　　　　
五十日逆修とけ侍りて、はか

　　
所などしたゝめをくよし申

　　
つかはしけるつゐてに
472しはしなをこのよにありと見 くとも

とはゝむかしのあとゝたつねよ

」

　　　　
返し


九条三位
473きみはよしさてと まらはわかれち

われそさきたつあ と れん

　　　　
題不知


信生法師
474おもひいつることのはにをく露の色を
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
いつくのくさのかけに見るらむ

」
一一一

　　　　
あつまよりあひくして侍ける

　　
女、京にてはかなくなりにける

　　
のち、かのおとこひとり たり

　　
たるときゝて申 か しける
475なき人のかけやは見へんいはし水

またあふ坂 関はこゆとも

　　　　
武蔵守平経時の室身まか

　　
りにける中陰にこもりて、

」

　　
九月十三夜にあめのふり

　　
けるに、人のもとへ申つかはしける


藤原時朝
476ものおもふこのさとはかりかき暮て

ほかにや月のさやけかるらむ

　　　　
長門守藤原時朝、女にをくれ

　　
て侍けるころ、人〳〵に無常十

　　
首よませ に、

」
一一二

　　
寄雪無常


浄忍法師
477ひさかたのあめにましりてふる雪の

しはしあるへきよとはたのます

　　　　
寄露無常


西音法師
478つゆむすふくさ をわくるたひ人も

をくれさきたつみちや るらん

」

　　　　
寄雲無常
479わかれにしこゝろよいかにあまくもの

よそにきくたにそてそしほるゝ

　　　　
寄花無常


源頼明
480なき人のかたみにしのふさくら花

わすれてすきよはるの山風

　　　　
若松の禅尼の四十九日卯月

」
一一三

　　
の六日なりしに、けふはみな

　　
きみしのひねをなく人も

　　
しらすかほなるほとゝきす、と申
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
　　　　
つかはしたりし返事に


藤原景綱
481けふのわかれこゝろをしらはほとゝきす

しのはぬほとのねをそなかまし

　　　　
母の服に侍ける五月五日に

」

　　
よめる


浄意法師女
482すみそめのそてになみたのかゝる哉

さつきのたまをよそ しつゝ

　　　　
題不知


蓮生法師
483おもへたゝさらてもい くみちに又

さきたつ人をしたふならひは

」
一一四

　　　　
人の後生とふらへと申たり

　　
ける返事に
484とまりゐはとふへき のとおもひしれ

たかさきたゝむことはしらね

　　　　
はかなくなりにける人の

　　　　
はかにまかりて


藤原朝基
485なき人のおもかけとまるあとにきて

」

けふはたもとにつゆをかけつゝ

　　　　
題不知


平光幹
486風にちる花よりも猶はかなきは

をしみし人のいのちなりけり


藤原朝氏
487おほかたのはかなき世をはなけゝと

身のうへしらぬわ みた哉

」
一一五

　　　　
竹御所かくれさせ給てのち、常

　　
の御所にまいりてよみ侍


藤原重頼女
488いかはかりなみたもちりもつもるらん

君なきとこのふるきまくらに

　　　　
武蔵守平経時の室身まか

　　
り侍けるころ
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

藤原泰綱

」
489ゆめとのみ思てたにもなくさまむ

みしおもかけのうつゝならすは

　　　　
題不知


想生法師
490しかりとてゆめとはい ゝたのむへき

うつゝはかなきよとは へと


藤原基氏
491われはまたたかねさめにかかたられん

」
一一六

こよひも人をゆめにみるかな


藤原親朝
492はかなしやうつゝ いつのならひに

さなからゆめの をなけくらむ


良空法師
493まほろしのある きかの世中

うつゝすくなきゆめにそありける

　　　　
百首哥に

」


有尊法師
494くれ竹のみしかき夜半の夢よりも

みはてぬも はうつゝなりけり


浄意法師
495昔よりをくれさきたつならひあらは

わかれをさらになけかすも哉

　　　　
女のおもひに侍けるころ、同し

　　
おもひなる人とふらひける

」
一一七

　　
かへりことに


藤原景綱
496おもひやれおくるゝあとのこゝろ は

うかりし時になれてしるらむ

　　　　
世の中さはかしくて人〳〵

　　
おほくうせにけるころ、よみ

　　
侍る


藤原景家

」
497いまさらにおとろく

　　　　　
へしやあたし世に

　　
たとひいかなることを
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
　　　　　　　　　　
聞とも

　（四行分空白）



」
一一八



（上冊終）

新和謌集巻第七

　　
恋哥上

　　
百首哥中に、初恋


藤原景綱
498見ぬ人のうはのそらにもこひしきは

なにをたよりのこゝろなるらん

　　　　
宇都宮神宮寺廿首哥に


浄意法師

」
499ゆらのとをあさきりかくれこく船の

こひわたる も人はしらしな


神行郊
500君こふるわれとしらなむい せ山

たにのした水しのひ〳〵に

　　　　
寄鳥忍恋


座蓮法師
501あしひきの山ほとゝきすこかくれて

」
一

人にしられぬねをのみそなく

　　　　
寄涙恋


平秀政
502しのへともおさふる袖をもるも は

こゝろにあまるなみたなりけり


藤原景綱
503しのふるもをなしわか身の心より

ほかなるものともるなみたか

」


清原公高
504おもふよりぬるゝは袖のならひにて

こひにさきたつなみたなりけり

　　　　
百首哥に


仏也法師
505なにゆへにつれなき人をうらむらん

おもひそめしはこゝろなりけり


座蓮法師

」
二
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506さてもなをしのはむとこそ思ひつれ

たかこゝろよりおつるなみた

　　　　
寄草初恋


藤原泰綱
507あさちふのおのゝしのはらたつねても

思あた
ま
りをいかてしらせむ

　　　　
藤原時朝稲田姫社にて十首

　　
哥講し侍けるに、欲言出恋

」


右大弁光俊朝臣
508それをたにしはしやすめてなくさめむ

いはねはむねのさ くおもひを

　　　　
題不知


高階重氏
509あらいそのいはにかけこすしらなみの

くたけて人をこひわたるかな


蓮生法師

」
三
510あきやまにしもふりおほふ紅葉はの

したこかれなるこひもするかな


藤原親朝
511おほひ河うふねにともすかゝりひの

かゝりとたにもほのめかさはや


大江経盛
512かくとたにおもふこゝろをしらせはや

さのみはいかゝしのひはつへき

」


権律師隆快
513いかにせむな たのいろもか そなき

とへかし人のも やおもふと


平時重
514行かよふ心は りをしるへにて

しのふおもひをとふ人もかな


弥陀信法師
515あらはれてたかなみた か こたまし

」
四

しのふにおつるつゆのしらたま


蓮生法師
516いまはたゝおもふ心をのこり く

しらするほとのことの もかな
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
　　　　
藤原景綱哥合し侍けるに


橘友家女
517さえゆけはなみたもこほる冬のよに

ひとりかたしく袖をみせはや

」

　　　　
題不知


藤原泰朝
518ときしあれははるはこほりも消にけり

いつかは君かわれに くへき

　　　　
寄浪増恋


藤原泰朝
519なとり河せゝにくたくるいはなみの

猶わきかへりおもふころかな

」
五


源親行
520かきりあれはいはにくたくる白浪も

あらはれてこそつれなかるらめ

　　　　
冷泉前大納言家に恋百首哥

　　
たてまつりける中に


藤原時朝
521ふく風のをとにたてゝもしらせはや

のきはのおきのそれとはかりも

」

　　　　
忍久恋


源宗景
522としふともいろに いてししく つゝ

くもゐる山のみね ときはき

　　　　
恋哥よみ侍ける中に


浄意法師
523こゝろにはしのふもちすりしのへ も

みたれにけりな袖 しらつゆ

」
六

　　　　
互牙〻
忍恋


清原時季
524もろともにしのふもちす たか袖か

みたるゝつゆのかすまさる覧

　　　　
京極入道中納言定家に千首哥

　　
たてまつりけるに、顕恋を


藤原時朝
525しはしこそ袖にな をつゝみし

」
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
いまは人めにあまりぬるかな

　　　　
寄涙恋


西入法師
526いまはたゝ人めもしらぬなみたかな

しのふはこひのはしめなりけり


円嘉法師
527いつまてかしはしなみたをせきとめて

うとき人にはなをしのひけん

」
七

　　　　
冨小路太政大臣家に百首哥

　　
たてまつりける中に、

　　
祈恋を


藤原時朝
528なからへはつらき人にもあふやと

おしからぬ身をいのるころかな

　　　　
題不知


蓮生法師

」
529いのりこしみむろのやまのくすかつら

かみをかけてもうらみつる哉


想生法師
530あふことを神にそいのるさかきはの

ときはかきはに人をこふとて

　　　　
鶴岳社十首哥に


藤原朝景
531あふことはゐなのさゝはらいつとても

」
八

つれなきいろのかはるものか

　　　　
題不知


藤原親朝女
532あふせなきなみたの河にしつみつゝ

深くもものをおもふころかな


藤原言盛
533身をなけてあふせもあらはなみた

いきておもひにしつまさらまし

」


坂上道清
534わか袖はみわたに くうき草

うきあたなみのかけぬまそなき

　　　　
衣笠内大臣家へたてまつり
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
　　　　
ける哥中に


藤原時朝
535なみた河みなとは袖のうらなから

わか身こかれてよるふねもなし

」
九

　　　　
藤原景綱百五十番哥合に、

　　
寄煙恋


源信行
536消かへりあさまのけふりい つらに

そらにのみしてたつわかな哉


藤原朝高
537消かへるふしの煙のそらにのみ

うきておもひのはてそかなしき

」


丹波広長朝臣
538しらせはやもゆらんふしの山よりも

なを身にこえてあまるおもひを


想生法師
539きえよたゝなひくかたな ふ煙

わか身あさまの名をたてぬまに


藤原親朝女
540かやりひのゆくかたもなきけふりこそ

」
一〇

むせふおも た ひなりけれ

　　　　
題不知


信生法師
541ひかすのみつもりのあまのぬれ衣

かけてもいまはかわくま
○ もそ
なき


大中臣光成
542おもひかねよるのころもをかへして

ねはこそ人をゆめにたに見め

」

　　　　
宇都宮神宮寺廿首哥に


藤原時家
543ちゝわくに思ひみたるゝ たいと

あふ事をなみ年そへにけ


素暹法師
544つれなさをうらみよとてやときは山

したはふくすに風のふく覧

　　　　
題不知


」
一一
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

長円法師
545つれもなき人をはいはすあはれとも

うしともなにをうらみ初けむ


藤原景綱
546つれなきをわか身のう にしりなから

さはなしはてすうらみさるらん547あふまてとこふるもたれかためなれは

いのちにかきるものお ふ む

」


源頼明
548こひちにもしほるしほりのあとしあ は

おもひいると まとは らま


素暹法師
549まよひゆくすゑはいかにとた へ に

わかこひちにはあふ人もなし


大江季房
550年月は越てゆくともあふ坂の

」
一二

関のこなたにおもひくるしさ

　　　　
寄花不逢恋


藤原蔭清
551つれもなきこゝろの花のしたひもは

はるまちえてもとくるものかは


坂上道清
552いかにして花のしたひ けぬらん

はるもつれなき人 こゝろを

」


平尚時
553わかやとのさくらひと の花ならは

つれなき人もたつねきなまし

　　　　
宇都宮神宮寺廿首哥に


浄忍法師
554せめてわれつらきはさきのむくひにて

こんよとたにもちきりお はや


藤原基隆

」
一三
555こひしなんのちにあふよのあるへく

なををしからぬいのちならまし

　　　　
題不知


平忠幹
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556こひしなむのちのむくひはある物を

あふにかへたるいのちならね


藤原泰朝
557しらさりきあひ見るほと かなしさに

」

のちにはものをおもふ し は


浄意法師
558むくひあらはわれ つれなき身と成て

こんよも人にあ とやする


平道好
559かくはかりおもふといふをたのまぬは

たれにつらさをならひそめけむ


権律師謙忠

」
一四
560なをさりのときや人め つゝみけむ

けにおもふには身をもおします

　　　　
寄夢恋


清原時季
561うつゝにはあふことかたしむはたまの

ゆめにもせめて見るよし かな

　　　　
寄衣恋


清原時高

」
562かへしてもなにゝかはせむさよころも

あひみることのうつ ならねは


清原光定
563こひ衣なか〳〵袖のくちねかし

あるにそつもる露もなみた

　　　　
百首哥に


藤原泰綱
564かくたのむうつゝを身にはならはねは

」
一五

あふよをなをもゆめと 見れ

　　　　
不遇恋


浄意法師
565ひとすちに夢をまつこそはかなけれ

かならすしもやあふと見るへき

　　　　
藤原時朝五十首哥に


藤原基政
566しきたへのまくらのちりと成にけり

」
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
としへてあはぬこひのつもりは

　　　　
恋哥中に


源長継
567ちりならぬなはたちなからあふことの

むなしきとこをはらふあき風

　　　　
秋夕恋


西円法師
568わひはてゝまたしと思へはひく の

」
一六

なく夕くれにあきかせそふく

　　　　
題不知


藤原親朝女
569いたつらになかむる も る物を

まつをくるしと におもふらん


藤原泰家女
570ちきりおきしけふはその日 成ぬれと

なを夕くれを そ き

」


藤原基隆
571たれにかもことつてやりておほとも

みつのはまなるまつといはれん

　　　　
待恋哥とて


顕信法師女
572いつはりの昨日のくれにこりもせて

こよひのそらもなをまた つゝ

　　　　
寄月恋


」
一七


平忠幹
573いまさらに月夜 しと なかめても

つれなき人をいかにまたまし


権律師隆快
574いまこんとたのめしくれの秋のそら

ひとりも月のふけにけるかな


蓮生法師
575こぬ人をまたせ〳〵て月かけの

」

いりなむとするそらそかなしき


源長継
576わひつゝもね ましよはの村時雨

くもりもはてぬ月もうらめし
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

藤原俊定
577やとりこし袖にもうとくなりにけり

なみたにくもるよはの月かけ

　　　　
始逢恋


」
一八


浄意法師
578こよひこそあふくまかはのみをつくし

くちぬる袖のほとの ゆらん

　　　　
寄枕恋


証定法師
579こよひさへま らのちりをはらはて

つもるおもひのほとをみすへき


道阿法師

」
580にゐまくらこよひよりこそすか ねの

なかきちきりをむす そめつれ

　　　　
寄錦恋


大江季房
581むすひおくちきりありてやおく まの

にしきの ものとけはしめけむ

　　　　
寄鳥恋


藤原景綱

」
一九
582こひ〳〵てまれにとけぬる下ひもの

夕つけとりのねこそつら れ

　　　　
宇都宮神宮寺廿首哥に


藤原時家
583あけぬとておなし心になくとりを

つらきためしとなにうらむらん

　　　　
題不知


大中臣能範

」
584あくる夜をつくるやこゑの りのこの

かへらんとするそらそかなしき

　　　　
寄鳥別恋


藤原泰綱
585しのゝめのあくるわかれのねにたてゝ

たかなみたとかとりのな らん

　　　　
暁恋を


藤原真義

」
二〇
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586あふさかの夕つけとりもあかつきの

わかれをたれになきはしめけむ


権律師頼観
587まちわひてうらみな し鐘の音は

あふよもつらしあかつきのそら


照因法師
588うきものといひしは人のよ たり

おもひしらるゝあかつきの空

」


藤原朝忠
589うきものときゝおとろかぬあか き

かねのをとこそ身に れけれ


法眼円瑜
590うき物とさしも思はぬありあけの

月はいまこそ身にしられ れ


藤原親長
591いまそしるうきあかつきのな ひとて

」
二一

わかるゝ らのあり けの月


西善法師
592あかつきはかねて思しつらさにも

なを まりぬる袖のつゆかな


藤原重頼女
593うきものと夕つけとりのねにたてゝ

こぬよはかりそしのゝめのそら

　　　　
後朝の恋を

」


藤原重継
594あさつゆのおきてわひしき別かな

いかにたえてかくれをまつへ

　（五行分空白）



」
二二

新和歌集巻第八

　　
恋歌下

　　
宇都宮神宮寺廿首哥に


素暹法師
595君をわかおもふこゝろのいろならは
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
ちしほやちしほそめて見せまし


平光幹
596かすかのゝわかむらさきの色にいてゝ

」

ふかくも人をおもひそめつゝ

　　　　
朝恋を


藤原公綱
597見せはやなけさわ きつるみちしはの

露よりもろき袖のなみたを

　　　　
寄源氏恋


有尊法し
598物おもふなみたの河の きせに

」
二三

身をうきふねそひとりこかるゝ

　　　　
寄河恋


源宗景
599なみたのみなかれてふかきおもひ河

あふせは人 こゝろなりけり


平幹縄
600ひにそへてなけくにまさるなみた河

いとゝあふせもたえやはてなん

」


平幹時
601あさきせもありて 物をなみた河

ふかきおもひにしつむころか

　　　　
題不知


藤原朝基
602いまさらにぬるらん袖 たのまれす

われそつらさのねをのみはなく

　　　　
冷泉前大納言家に恋百首哥

」
二四

　　
見せたてまつりける中に


藤原時朝
603人こふるなみたのいろにあ はれて

からくれなゐに袖そなりゆく

　　　　
あひしれる女のもとへきる

　　
へき物なとつかはしたりけるに、

　　
さらすともとてかへしたり

　　
けれは


」


信生法師
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604ちきりしをおもひかへすかさよころも

さてやうらみのつまとなりなん

　　　　
女かへし
605せめてなをあかぬなこりにさよ衣

ゆめにみゆやとかへすはか そ

　　　　
寄夢恋


藤原景綱

」
二五
606うつゝとてなにうつりかののこるらん

見しよは夢のちきりなりしに


浄意法師
607あふことのうつゝはゆめになりゆけと

夢はうつゝのこゝちや する


源長継
608うつゝにてうかりしも そゝのまゝに

見えつるよはの夢もうらめし

」


坂上道清
609をのつからあふとみしよの契にて

ゆめよりほ はおもひてもなし


証定法師
610わひぬれはゆめてふ物をたのみても

ねられぬよはそかひなかりける

　　　　
寄月恋


藤原時朝

」
二六
611ありあけのつれなき月もかたふきぬ

人のこゝろをい とたのまむ

　　　　
稲田姫社十首哥に、不知在所恋


藤原蔭清
612しかすかにとへは たふる山ひこの

すみかをい てしらせさるらん

　　　　
隔恋


坂上滋家

」
613あしかきのつらき隔のな りせは

見てもこゝろ なくさみなまし

　　　　
宇都宮神宮寺廿首哥に


謙基法師妹
614うみやまのとをきへたてもなかりけり
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
人のこゝろのかよふなかには

　　　　
近恋


大中臣能範

」
二七
615伊勢のうみしほ みちひ めのまへに

かはるはひとのこゝろなりけり

　　　　
九条内大臣家に三百六十首

　　
哥たてまつりける


藤原時朝
616しほむかふおきつふな人こきまよひ

あはれゆかれぬこひのみちかな

　　　　
題不知


」


証意法師
617風ふけはあらいそなみのうつせかひ

こゝろくたけてあはぬこひ な

　　　　
隔山恋といふ事を


平光幹
618いてぬまの月にこゝろやなれぬらん

やまのあなた 人を ふとて

　　　　
恋哥中に

」
二八


清原時季
619雲まよりほのかに見ゆる三か月の

われのみものをおもふころかな

　　　　
くれをたのめてこさりける

　　
女のもとへ、いさむる人ありと

　　
きゝて


信生法師
620あまのはらよこきる雲や隔らん

」

そらたのめなるいさよひの月

　　　　
たいしらす
 


蓮生法師
621おもかけはなみたの露にうつりけり

見るも悲しきありあけ 月

　　　　
宇都宮神宮寺廿首哥に


源基氏
622うき物となとわかためになりぬらん

」
二九

これも見しよのありあけの月
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
　　　　
稲田姫社十首哥に


藤原朝景
623つれもなき人のおもかけいくたひか

ありあけの月におもひいつらん

　　　　
寄月恋


照因法師
624おほかたの月にねぬよ まくらたに

」

さひしきものを秋のならひは


藤原景綱
625なみたともしらしな月はわか袖の

つゆをはあきにおもひ らひて


藤原頼業
626ものおもふ袖やしくるゝわきてよも

なかむる山の月はくもらし

　　　　
寄露恋


清原成朝
627露ふかき秋の野はら 草 はを

よそにおもはぬ袖のうへかな

」
三〇


信生法師
628思あらはわけてもゆかんさくらあさの

おふの下くさ露しけくとも

　　　　
旅宿恋


西入法師
629おもひかねうちぬるとこのまくらとて

むすふ草はもつゆそこほるゝ

　　　　
寄虫別恋

」


藤原景綱
630あけたてはねこそなかるれせみのは

ひとへにつらき袖のわかれに

　　　　
寄鳥恋


藤原重頼女
631あふことをおもひたえ るあかつきも

わかれしとりのねにそなかるゝ

　　　　
秋恋


」
三一


藤原重継
632色かはる野はらの草の露見ても
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
ひとのこゝろのあきそかなしき

　　　　
題不知


名忍法師
633思かねまとろむほとはわすられて

つらきはよはのねさめなりけり

　　　　
百首哥中に、寄身怨恋

」


藤原泰綱
634うとくなる人はなか〳〵つらからて

かへりて身こそうらみられけれ

　　　　
夢中逢恋


藤原国弘
635なけきつゝうちぬる こにあふと る

ゆめのなこりもおきうかりけり

　　　　
稲田姫社十首哥、憑契約

」
三二


西円法師
636ねたくこそをなし心にな やらね

人のわするゝちきりおほへて

　　　　
寄書恋


源宗景
637かくはかりうはのそらなることのはを

たれ たのむのかり たまつさ

　　　　
信生法師のおこせたる

」

　　
ふみのはしにかきて、女のか

　　
へしける
638はまちとりかよふかた〳〵あまたあれは

ふみたかへたるあとかとそみる

　　　　
寄鳥恋


導阿法師
639水とりのなみたの もよな〳〵は

うきねのとこになきあかしつゝ

」
三三


西円法師
640かはと見は袖にもかよへさよ千鳥

人のふちせになみまなき ろ

　　　　
恋のこゝろを


浄意法師
641たのまれぬとりとならはの契哉
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
まくらをたにもえやはならふる


藤原景綱

」
642たまくらにつもるなみたもわたつみと

あれにしとこ う みてそぬる


慶西法師
643君をおもふ心のほ はわたつ の

ちひろのそこもなをそおよはぬ

　　　　
女のもとよりいまはおもひも

　　
いてし、な 申たりける

　　
返事に


」
三四


藤原時朝
644人はいさわれはわすれしいもかしま

かたみのうらのありあけの月

　　　　
寄松恋


有尊法師
645いはしろの松もうらめしあはぬまの

ひさしかれとはむすはさり を

　　　　
藤原時朝十首哥よませ

」

　　　　
ける中に


藤原泰重
646たゝならぬゆふへのそらのけしき哉

思いて も袖 らせとや

　　　　
寄雲恋


清原政高
647わかこひはしのふの山にたつ雲の

きえてあとなきちきり成けり

」
三五

　　　　
怨恋を


丹波国長
648ことのはのかれのみゆけはまくすはら

うらみにたえぬ露そこほるゝ

　　　　
暮秋恋を


権律師隆快
649秋はつるあらしの風 いかならん

わか身うきたのもり

」

　　　　
百首哥中に


想生法師
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650君によりいまそしりぬることのはの

あきはてぬれはかるゝものとは

　　　　
ひさしくをとつれさりける

　　
女のもとへ、なか きのすゑつ

　　
かたにつかは ける


平時兼

」
三六
651ふきすくる風をたよりのおきのはの

秋はてぬとやおとつれもなき

　　　　
哥合し侍けるに、冬恋を


藤原景綱
652秋はてし心よりこそかれにけめ

ことの にをくしも あらしを

　　　　
すみわたりける女、なかつきの

　　
すゑつかたにものへまかりて、

」

　　
いまはかへるましきよし申

　　
たりけるに、うつろへるきくに

　　
つけてやりける


浄意法師
653なかつきはあすをかきりときく物を

けふあきはつる人もありけ

　　　　
女かへし
654しらきくのうつろふ色をみ るにも

」
三七

あきはてけりとわれそしりぬる

　　　　
題不知


顕信法師女
655をしからぬわかたまのをはなからへて

あひみ ことそたえはてに


藤原親朝女
656あはれとはおもひもいてよはなかたみ

めならふいろにうつりはつとも

」

　　　　
ひさしくとはさりける女の

　　
もとより、信生法しに申つか

　　
はしける
657さてもさはかきたへぬるかさゝかにの

いかになるへきこゝろほそさそ

　　　　
寄草恋
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

権少僧都明愉
658たのめおきし秋やむかしの秋ならぬ

」
三八

にはのよもきのもとの身に て


源光泰
659おほかたの草ははあ にあらねとも

わか身は り 袖 しらつゆ


惟宗経光
660かよひこしみちのしは草しけれたゝ

さらても人のあとしみえねは


清原公高

」
661わすれ草 こそはいまはしけるらめ

おもひたへたるな のかよひち


安部泰弘
662やましろのとはれしことも きたへて

なにはのあし ねこそなか れ


藤原親朝
663うき身をは思も
○ はい
てぬ草の名の

人のゝ はにしけるころかな

」
三九

　　　　
題不知


藤原泰綱
664なかれてのたのみも今はなかりけり

おもひた
ヽへえ
にしなかゝはのみつ
665きゝわたるなから はしのあとも く

た
ヽへえ
てひさしき身のちきりかな


信生法師
666あちのすむすさのいり江のそなれ松

」

なれてうらみのとしそへにける

　　　　
寄氷恋


坂上家光
667水とりのおりゐる池のう こほり

むすひもはてすなかやたえなん

　　　　
寄関恋


藤原蔭清
668あたちのゝあたにも人をおもはぬに

」
四〇

な
〻らこ
そのせきの名こそつらけれ

　　　　
住吉社哥合に、寄滝恋
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

藤原時朝
669思せくこゝろのたきのひまもなくて

たもとにおつるわかなみたかな

　　　　
被忘恋を


浄意法師
670た
〻へえ
はつる人のこゝろのみしかさを

」

わすらるゝ身のいのち もかな

　　　　
宇都宮神宮寺廿首哥に


西円法師
671こひしさのさても昔になりゆかは

わするゝほと とし へぬらん

　　　　
百首哥に


藤原泰綱
672あふことのたえし

」
四一

　　　　
ことのた
〻へえ
もせて

　　
いのちそなかき

　　
ちきりなり

　　 　
けり

　（四行分空白）



」

新和謌集巻第九

　　
雑哥下
（ママ）
 

　　
藤原時朝稲田姫社にて十首

　　
哥講し侍けるに、社頭立春


右大弁光俊朝臣
673ちはやふるこのやへかきも春たちぬ

ひのか かみは ほりとくらむ


浄意法師

」
四二
674神垣やよるへの水のうす

とくるも すく春はきにけり

　　　　
湖辺早春


橘公成
675志賀の浦のみきはの氷とけにけり

なみより春やたちはしむらん

　　　　
下野国よりしはすのつこ
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
　　　　
もりころにまかりのほり

」

　　
侍て、あけはとく、なと申つか

　　
はして、まからさりけれは


素暹法師
676春かすみたゝはといひてこぬ人は

うくひすよりもなをまたれけり

　　　　
むつきのはしめ雪のふる日

　　
藤原泰綱もとへ申つか

　　
しける


」
四三


平長時
677いまははやこのめも春の花のえに

おもかけ見するけさのしら雪

　　　　
返事


藤原泰綱
678春のいろあらはれに る花のねに

さきてもちらぬけさのしら雪

　　　　
題不知


」


中原盛綱
679お
〻ひい
らくのわか身につもるたくひかな

のこるともなきはるのあはゆき

　　　　
藤原景綱のもとにて題を

　　
さくりて哥よみ侍けるに、

　　
雨中若菜


藤原経光
680ぬれ〳〵もなをやつまゝしはる雨の

」
四四

ふるのゝわかなときすきぬまに

　　　　
藤原時朝在京の時会し

　　
侍けるに


惟宗行経
681かすかのはやまの もとのち けれは

ひかけまちいてゝわかなをそつむ

　　　　
題不知


想生法し

」
682さきそむるわかきの梅のゆくすゑを

おもへはをしき い ち な

　　　　

円嘉法師
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683お
〻ひい
らくのわかすむかたの池水に

ふるきの梅もかけやはつらん

　　　　
鎌倉入道大納言家の月次御

　　
会に、海辺霞


藤原泰綱

」
四五
684つのくにのなにはの春をみ
（ママ）
たせは

かすみたなひくうらのはつしま

　　　　
宇都宮神宮寺廿首哥


権律師謙忠
685なにとなく身をしる雨に袖ぬれて

ほしこそあへねはるのゆふ れ

　　　　
題不知


蓮生法師

」
686おるてにも物うくもなしむらさき

わらひも草のゆかりとおもへは


浄意法し
687のきちかく春のすゝめのむつれきて

こそ ふるすのあと とむなる


藤原景綱
688ことしより花さくそのゝもゝちとり

さゑつる春もみちよへぬらん

」
四六

　　　　
宇都宮神宮寺廿首哥に


平秀政
689うくひすの花になくねの物うきは

かねてわかれ おほえやはする


西円法師
690いかにしていろをもかをもしらぬ身

はなをあはれとおもひそめけん

　　　　
題不知


」


平幹時
691あしをやま花やさく覧つくは の

そかひにみえてかゝるしら雲

　　　　
庭にうへたりけるさくらの、

　　
ふる木 なり るをみ侍て


藤原時朝
692うゑおきし花はふる木に成にけり
07_【日文研】紀要22_小林一彦_033-134.indd   109 17/03/24   18:05
110

わかおいらくのほとそしらるゝ

」
四七

　　　　
故郷花


坂上道清
693ふりにけるあとゝも見えすさゝなみや

しかのみやこの春のはなその

　　　　
閑居花


藤原景綱
694さきなはと思ひし花のうつ まて

とふ人またてすくるはるかな

」

　　　　
寄花述懐


弥陀信法し
695憂世をはいとひはてんとおもふ身の

はなにこゝろのなをのこるかな


長円法師
696世をうしと花も人めを てや

わかすむ山のをく さくらむ

　　　　
古寺落花

」
四八


大江季房
697かねのをともなみたもさそふはつせ山

はなちるころのゆふくれのそら

　　　　
百首哥中に、更衣


蓮生法師
698うつり行人のこゝろもしられけり

はるをわするゝ衣かへして

　　　　
首夏


」


仙風法師
699わかやとのふちさきぬれはほとゝきす

まつにこゝろをかけぬ日そなき

　　　　
夕郭公


照因法師
700まちわひぬさのみはいかにほとゝきす

夕へのそらのむなしかるらん

　　　　
鶴岳社十首哥に、船中郭公

」
四九


藤原時朝
701かしまかたおきす もり ほとゝきす

ふねをとめてそはつねきゝつる
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
　　　　
題不知


諦如法師
702われのみとまちつるくれをほとゝきす

またたかためになきてす らん


称仏法師

」
703さとゝをき山のすそのゝほとゝきす

たかためになくはつねなるらん

　　　　
五十首哥に、河夏


源長継
704やましろのよとの河おさ袖ぬれて

入江の こもいまや るらん

　　　　
河早秋


大江季房

」
五〇
705なみのをともたちかはるなりたな みや

うちのわたりのあきのはつかせ

　　　　
初秋風を


藤原朝基
706いつのまに秋とていろ かはれはや

おきふくかせのけさは身にしむ

　　　　
藤原時朝館にて題をさくり

　　
て人〳〵哥よみ侍けるに、

」

　　
田家初秋


藤原蔭清
707あしひきの山田のさなへとりもあらす

やかても秋になるこひく り

　　　　
田家秋を


浄意法師女
708わかやとはいなはの風そおとつるゝ

あせの よひちくる人もなし

」
五一

　　　　
野秋風


藤原泰綱
709おく露のたまゝく へのくすのはに

うらかなしくも秋風そふく

　　　　
父清原高経、宇津宮九日会

　　
の頭のかりし侍ける程に、

　　
いとまなきよしを人のもとへ
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
　　　　
申つかはすとて

」


清原公高
710しるらめやのへのうつらをふみたてゝ

こはきかはらにかりくらすとは

　　　　
秋夕


坂上道清
711世のなかのうけれはおつるなみたにて

かこつかたなきあきの夕くれ


西円法し

」
五二
712ものをのみなけ んためとな るみの

かきりしらるゝあき 夕くれ

　　　　
題不知


藤原重頼女
713白露のおきところなきわか身哉

草のいほりもあき せそふく


藤原景綱
714草はのみ露けかるへき そとは

」

わかそてしらて思け かな


信聖法師
715秋の野にたかかるかやのなはをなみ

いふか
〻 （薄墨）すひ （薄墨）
もなき草はなるらん


清原公高
716わかやとはのきはの山のた けれは

まちとをにのみ月を見るかな

　　　　
鶴岳社十首哥、山路月

」
五三


藤原時朝
717あしからのや のおのへにのほりてそ

そらなる月もちかつきにける

　　　　
名所月


蓮信法師
718さへまさる月のかけをはしもとゆふ

かつらきやまによやふ ぬらん

　　　　
野亭月


」


藤原景綱
719さとゝをき草のいほりに秋をへて

野へもはるかの月をみるかな
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
　　　　
海辺月
720よるなみのをとにねられぬ関守は

いく夜かすま 月を見みるらむ

　　　　
関月


無量寿丸

」
五四
721きよみかたよせ るなみのいはまより

くたけてかへる はの月 け

　　　　
渚月


源長継
722秋のよの月すめとてやまつかけの

きよきなきさをあらふしらなみ

　　　　
海上月


顕信法師女

」
723浦風にやへのしほ
〻 （薄墨）かち （薄墨）
はきりはれて
　
 月をしるへによふねこく り

　　　　
藤原時朝の館にて正元々年

　　
八月十五夜会し侍けるに、

　　
池月を


浄意法し
724みなそこにやとれる月をありと見て

とらはやとらんさるさはのいけ

」
五五

　　　　
旅宿月


西円法師
725今はねてあけはとそらをまつへきに

たひなるよしも月のさやけき

　　　　
寄月述懐


平忠幹
726をのつからうき身も月はめてつれ

お
○ ひい
となるまてよにはしられす

」

　　　　
宇都宮神宮寺廿首哥に


謙基法師姉
727昔見し人はいつくにかくる ん

ひとりくまなき山のはのつき


浄意法師
728さひしとてわれさへやとをうかれなは

ひとりやすまむ秋の夜の月
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
　　　　
題不知


」
五六


弥陀信法師
729わかあきとまちこし月を見るはかり

なみた
○ によ
しはしくもらさらなむ

　　　　
ものおもひ侍けるころ月を

　　
見侍て


浄意法師
730さためなきよにおもなれて秋の月

かはらぬかけのめつらしきかな

」

　　　　
百首哥中に


藤原実好
731月もまたわれをわするな秋をへて

見しはかりなるちきりなりとも


行円法師
732すみ〳〵てにしへ入ぬ 月見てそ

このよにとまる身 うかりける

　　　　
鎌倉三品親王家に三百

」
五七

　　
六十首哥たてまつり侍中に、

　　　　
月前述懐といふ事を


藤原時朝
733ありあけの月よりもなをつれなきは

うきよをいてぬわか身なりけり

　　　　
旅宿鹿


坂上家光
734草まくらならはぬ野辺のさひしさを

」

わするはかりにしかそなくなる

　　　　
山家鹿


空寂法師
735しかのねのきゝ てかたき秋の夜は

みやまのいほにこ ろと りぬ

　　　　
田家鴫


藤原滋家
736ねさめする山田のいほにきこゆなる

」
五八

あかつきかたのしき はねか

　　　　
題不知


藤原景綱
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737山さとのにはのもみちはふみわけて

さらにとはれぬ秋そさひしき


藤原基政
738もみちせぬときはの山 ふる雨は

あき とりのいろやそむらん

」


蓮生法師
739たにかけのいほりのしたのした紅葉

わかなみたにも ろやそふらん


慶西法師
740きて見れは さとりやまのかひもなし

しくれにぬ てもみちし けり


信生法し
741もみちはゝしくれてふかく りに り

」
五九

こけのたもとそつ なかりける

　　　　
百首哥中に


藤原泰綱
742いたつらに秋はくれぬるなか の

そらにのこれるありあけの月

　　　　
暮秋虫


清原貞高
743くれてゆく秋はすゑのゝまくすはら

」

うらみかほなるむしのこゑかな

　　　　
九月晦日、鹿のなきけるを

　　
きゝて


藤原泰重
744くれてゆく秋のかきりををしみてや

をのへのしかのけふはなくらん

　　　　
初冬を


名信法師

」
六〇
745けさよりはおき か はに吹風

またをとかはるふゆはきにけり


平忠幹
746しろたへのふしのみゆきのけぬ うへ

又もふりしく冬は来にけ

　　　　
河上落葉


藤原重継
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747みとりなるいろともみへすもみちはの

」

なかれてくた たけかはのみつ


藤原泰朝
748たつたかは河せにたゝむなみのあやを

にしきになす このはなりけり


賀茂在忠
749もみちはのなかれておつるたつ 河

せき とゝめぬみつのし らみ

　　　　
冬山


」
六一


西円法師
750風のかすよそのもみちのいろたにも

見えすなりぬるときはやまかな

　　　　
時雨後月を


藤原親朝
751神な月しくれのあと いたまより

おもはぬほかの月そもりくる


安倍資氏

」
752ひきかへてしくるゝ峰 こ まより

なをかけさゆるふゆのよの月


有尊法師
753吹はらふあらしの山の月かけに

しくれもはてぬむら雲の空


清原公高
754村雲の月のあたりにのこる な

又やしくれむ冬のよのそら

」
六二

　　　　
九条前内大臣家に三百六十

　　
首哥たてまつりける


藤原時朝
755あらしには雲もたまらぬ冬 よに

いかにすみてか月のこる ん

　　　　
河冬月


藤原泰重
756みなと河にほの よひち見ゆるまて

」

なみのそこにも月はすみけり

　　　　
題不知


象観法し
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757むはたまのよるとはたれかわきそめし

こほりのうへ ふゆのよの月


玄長法師
758かりのこすたまゝ
え （薄墨）
の
〻 （薄墨）
あしもしもかれて

むれゐるとりのかくれかそなき

」
六三

　　　　
暁千鳥


藤原公綱
759あかしかた浦の松風を さえて

あり けのそらにちとり鳴な


証願法師
760あけぬるかふしの浦きり立まよひ

ちとりなくなるうきしま はら

　　　　
河水鳥


」


藤原泰綱
761水とりのしたになかるゝおもひかは

いかにくるしきねのみなくらむ

　　　　
故郷雪


想生法し
762はつ雪のふるさと人にことゝはむ

おもひやるにもあとはありや

　　　　
雪のふる日、人のもとへやる

」
六四

　　
ふみをもてまうてきたり

　　
ける、そのうへにかきつけてか

　　
へし


行円法師
763ふる雪にふみたかへたるあとなれと

とはれかほなるにはのおもかな

　　　　
海辺雪


生願法師

」
764なるみかたおかの みち雪ふれは

なみまや人のゆきゝなるらん

　　　　
題不知


浄意法師女
765くれはつることしのけふを身のうさの

かきりときかはうれ からまし


証定法師
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766心をはをくりむかへぬとしつきの

」
六五

すゝろにたけて身はふりにけり


藤原時朝
767昔おもふこ のそらのしくるゝは

わかおいらくのなみたなりけ

　　　　
百首哥中に、暁を


権律師隆快
768秋のしもにのてらのかねをまかへても

なをゆめふかしあかつきのそら

」


信生法師
769すきにけるこの世の夢をおもふにも

のこりすくなきあかつきのそら


高階重氏
770まとろまぬ昔かたりの かき夜も

あかてことは なをのこりつゝ

　　　　
館にて哥合し侍けるに、

　　
月前鶏


」
六六


藤原景綱
771月を見てふくるもしらす成にけり

あかつきと そ鳥のなく む

　　　　
関路暁


坂上道清
772鳥のねにあけぬときけはあ さかの

関のとくらきすきのしたかけ


紀行宣

」
773関の戸はあけやしぬらんあふさかの

夕つけとり いまそなくなる


清原時季
774関の戸もいまやあくらむあふさかの

ゆふつけとりのこゑしきるなり

　　　　
宇都宮神宮寺廿首哥


素暹法師
775あまをとめふなのりすらし浦風の

」
六七

なこの入江にたつかへるなり

　　　　
江船


照因法師
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776みつしほのたよりをまちてなにはえの

あしま たひにふねかよふなり

　　　　
河船


西命法師
777つなてひくこゑはかり てみえぬ哉

」

きりたちこむるよとの はふね

　　　　
海路朝船人


藤原朝氏
778きりはるゝ須磨のうらはのあさなきに

あかしのとよりいつるふ 人

　　　　
海夕船人


藤原景綱
779わたのはら夕風あらきなみまより

」
六八

見ゆるこしまによするふな人

　　　　
海路夕煙
 西円法師
780こきよせよ ふひに見ゆる山もとは

とまりなれはそけ りたつ ん

　　　　
題不知
　
藤原基政
781しほきこるあまのゆきゝのあと見えて

うらよりつゝくや ほそみち

　　　　
海眺望


藤原時朝
782はるかなるおきつこしまにたつ浪を

」

そらより ゝ 雲かとそ見る

　　　　
宇都宮神宮廿首哥に


高階重氏
783みなかみにみなはさかまきおとたてゝ

をちくるな のすゑそのとけ


浄忍法師
784あらまし
　
（ママ）
こゝろやすめしやまさとも

けにすむときはす う りけり

」
六九

　　　　
たいしらす


蓮生法師
785いまさらにみやこへかへるこゝろか

しはのいほり 身をはとゝめて


高階重氏
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786たにふかきいはほのなかのかひもなし

こゝろのおくそ身 かくしける


信生法師

」
787あとたえていくよになりぬ白雲

かゝるすまゐをとふ人も な


豊原泰範
788やまふかく思いる身はしほりせし

うきよにまよふ人もこそとへ

　　　　
椎柴


源親行
789くれゆかはたかしきすてゝあとに又

」
七〇

枝をりそへんみねの ゐしは

　　　　
深夜松風


平時重
790ねさめしてすゝろに物の なしきは

ふけゆくよはの松かせのこゑ

　　　　
百首哥中に


藤原泰綱
791ふきしほるとやまの風はそれなから

」

のきはの松のを そはけしき

　　　　
鶴岳社十首哥に


藤原景綱
792やまさとのならひとしのふさひしさも

おもふにまさるみねのまつ風

　　　　
山家月


藤原国弘
793山さとのしはのかこひもあれはてゝ

」
七一

ねさめの こに月を見るかな

　　　　
題不知


西円法師
794とをさかるつまきのみちに るき な

としへてすめは山もあせけり


藤原泰綱
795おもひやるみやまのをくの秋のそら

また見ぬ月にすむこゝろ な

」


空寂法師
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796つらき身をわかこゝろさへすてにけり

みやまのをくにやともとめつゝ

　　　　
山家秋


源宗景
797みやまへやす ならひてもさひしきは

きりのはおつる秋のゆふくれ


源頼明

」
七二
798やまさとはうき世のなかのほかゝと

すむかひもな 秋 ゆふくれ

　　　　
宇都宮神宮寺廿首哥


浄忍法師
799うきよにてなかめしよりもさひしきは

草のいほりのあきのゆふくれ

　　　　
武蔵守平経時の五
（ママ）
室墓

　　
所へまうてゝ、それより尾羽と

」

　　
いふ山寺へまかりけるみち

　　
にて


蓮生法師
800見し人のすみける

　　　　
やとをゆき
○
す
○
てき
てゝ

　　
たつぬるやまは秋のゆふくれ

　（二行分空白）



」
七三

新和謌集巻第十

　　
雑哥下

　　
六帖題にて哥よみ侍ける中に、

　　
日を


藤原時朝
801いつるひのかたはあつまの山かつも

あふくは君かみ けなりけり

　　　　
月


」
802かさゝきのみねとひこゆるかす見えて

月すみわたる雲のかけはし

　　　　
けふりのちかきほとにた
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
　　　　
つをむつかしなと、ひとの

　　
申けれは


藤原基綱女
803いまさらにけふりをなにといとふ覧

むろのやしまのちかきあたりに

」
七四

　　　　
むろのやしまへまかりあ ん

　　
と、人にやくそくして侍 る

　　
か、さしあふ事侍て申つか

　　
はしける


藤原親朝
804けふりた
な
つき
むイ
ろのやしまと思はす
せ
ははイ

君かしるへにな
われやたゝ ましイ
らましものを

　　　　
むろのやしま見にまかりて

」

　　
よみ侍ける


藤原景綱
805たへ
〻 （薄墨）
す
え （薄墨）
たつけふりやむろのやしまもる

くにつみ神のちかひなるらん


源行宗
806むかしよりたへ
え （薄墨）
せ
〻 （薄墨）
ぬ物はしもつけや

むろのや まのけふりなりけり


安部資氏

」
七五
807よそにきくむろのやしまをきてみれは

けふりはかりそ名にはたちける


清原成朝
808よとゝもにおもひのけふりたへ
え （薄墨）
す
〻 （薄墨）
たつ

むろのやしまやわか身なるらん

　　　　
宇都宮神宮寺障子哥に


京極入道中納言
809たふの
む （薄墨）
やまたのむをのへの身はかくて

」

はる日もさえぬふちのしほれは

　　　　
遁世のこゝろさしある人の

　　
僧綱になり侍るもとへ申

　　
つかはしける


浄意法師
810かのきしに心をかくるたよりにも

うれしかるへきのりのはしかな
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
　　　　
返し


」
七六


法橋道秀
811とゝこほることもなくてやわたりなむ

こゝろにかけしのりのはしをも

　　　　
仁治三年大嘗会の寄検

　　
非違使つとめ侍てかへり

　　
けるみちにてよみ ける


藤原時朝
812よそに見しひかけのいとのたま つら

」

かけて きつるおみのころもて

　　　　
人〳〵の点あひたる哥 よ

　　
と申ておこせたりけるを、かへ

　　
しつかはすとて


浄意法師
813うれしくもいまそたつねてみわの山

しるしのすきのしけきものとは

　　　　
返し


」
七七


寂身法師
814人ことのやまとことのはたつね見よ

われのみしけきすきのしるしか

　　　　
師匠のかきをきたる聖

　　
教を見侍けるついてに


有信法師
815をしへおくことのはなくはいかにして

昔のあとを もひいてまし

」

　　　　
たいしらす


藤原頼業
816かすならぬ人にはよらし山ひ の

とをゝはいかてこたへさる き

　　　　
藤原時家かもとへ申つかは

　　
しける


蓮生法師
817わするなよなかれのすゑ わ るとも

」
七八

ひとつみやまのたにかはのみつ

　　　　
返し


藤原時家
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818わかるともいかゝわすれんみなかみは

おなしなかれの谷川のみつ

　　　　
駿河国うとはまに、としころ

　　
すみ侍けるか、うつの宮に

　　
うつりゐてのち、かしこなる

」

　　
人のもとへ申つかはしける


想生法師
819いつかまたたちかへりなんうと浜の

うとくなりにしあとのしら浪

　　　　
題不知


蓮生法師
820としをへてなれにしあとのおもかけを

かたみに見よとた ゝめけむ

」
七九

　　　　
浄意法師家集を衣笠内

　　
大臣家にみせたてまつり

　　
たりけれは、をくにかき け

　　
て給ける
821をしなへてふかきいろなることのはの

つゆさへ袖にかゝりぬるかな

　　　　
藤原泰綱に古今かきてたひ

　　
けるをくに、かきつけられ

」

　　
ける


京極入道中納言
822あとをたにありし昔と思いてよ

すゑの世なかきわすれかたみに

　　　　
よみおける哥を人の

　　
もとへつかはすとて


権律師隆快
823をのつからこゝろにうかふう かたの

」
八〇

きえすはありとかたみともみし

　　　　
所望かなはさりけるころ
824さりともとな やまつへきあすか河

きのふもけふもしつむ身なれは

　　　　
題しらす


平光幹
825ゆくすゑもゆかしきほ そまたれつる
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
いまはうき身のなくさめそなき

」


藤原蔭清
826ゆくすゑとおもひしことのつもりては

こしかたにのみなるそかなしき


有尊法師
827なにとなきこゝろのうちのあらましも

なくさむほとそなくさまれける

　　　　
稲田姫社十首哥に、

　　
老後述懐

」
八一


右大弁光俊朝臣
828ものをのみうれへ けくとせし程に

むそしちかくもなりにけるかな


西円法師
829はかなしなけふかあすかのよはひまて

あしたのつゆにかゝるこゝろは

　　　　
百首哥中に


藤原泰綱

」
830はかなくもうき身をしは たのむ哉

あるにつけては世をもいとはて831いまはとてたゝひとすちのみちにのみ

おもふこゝろはさはらさりけり

　　　　
題不知


有信法師
832なにゆへにいまゝて世をはそむかぬ

とふ人あらはいかゝこたへむ

」
八二


蓮生法師
833つく〳〵 思へはさてそのこりける

なを人かすにいらぬしるし834うしといふみななをさりのことのはを

おもひ るにそ人はすくなき835いかなれはよのうきこと たゆる身の

のりのみちに はさるらん836まことなきあらましこ あけくれて

」

いつかつきひ きりなるへき

　　　　
よをのかるへきよし申たり

　　
ける人の、本意とけぬるよし
07_【日文研】紀要22_小林一彦_033-134.indd   125 17/03/24   18:05
126

　　　　
申つかはして侍ける返し

　　
に
837いろにいてゝとはるゝほとになりにけり

あらましことのすみそめの袖

　　　　
出家のこゝろさしあるよし

」
八三

　　
を、ちゝ かたへ申つかはす

　　
とて


浄意法師
838人しれぬこゝろのうちのあらましを

いつかころものい にいたさん

　　　　
返事


源有仲
839むらさきもあけもみとり そめてこそ

」

よにすみそめのはて 見め君

　　　　
藤原清定たつねまうてきて、

　　
かはりにし世のことゝもよも

　　
すからかたり侍ける ゐてに


浄意法師
840あらぬよのむかしかたりをすみそめの

そてにもかはるいろそ なしき

　　　　
返し


」
八四


藤原清定
841あめのよのむかしかたりのぬれころも

かさねてしほるわ のう なみ

　　　　
宇都宮神宮寺廿首哥に


浄忍法師
842いまはわれたひともいはしあつまやの

まやのあまりにとしのへぬれは

　　　　
題不知


」


浄意法師
843吹まよふ風によこきるあは雪の

おもはぬかたにふるわか身かな


藤原朝氏
844人の世もかくこそあれとなくさめて

うきをいとはぬ身のすまゐか

　　　　
修行にいて侍けるに、母もなき
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
　　　　
この、やつになりけるかいひ

」
八五

　　
おこせたりける
845うらめしやたれをたのめとすてゝ行

われをおもはゝとくかへりこよ

　　　　
返し


信生法師
846とりのこのひとりふるすにとまるとも

うきよにいかゝたちかへ へき

　　　　
いのちすつる事おほく

」

　　
侍けるに、のかれていまゝて

　　
はへり 事を思てよみ

　　
ける
847あたしのゝかせにまかせし露の身の

いかていまゝてきへのこりけむ

　　　　
出家のゝちふるさとにかへりて
848ふるさとのこのした露に又ぬれて

むかしにかへるすみそめ 袖

」
八六

　　　　
六帖題にて哥よみ侍けるに、

　　　　
墨を


円勇法師
849するすみに衣をふかくそめなから

こゝろのいろはあさましの世や

　　　　
宇都宮へくたりて侍けるか、

　　
事のさうひありてまかり

　　
のほらんとしけるに、なつの

」

　　
ころ人のもとへ申つかはし

　　
ける


藤原親教
850うらみしよ人のあき風ふくなへに

ときをもまたてかへるくすのは

　　　　
たいしらす
 


藤原時盛
851世の中をうらむとし はなけれとも

」
八七

身のうきときそなみたおちける


西円法師
852草木にもおとりける身のはかなさは
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
はるをしらぬにおもひしられて


神阿法師
853たにかけや人に れぬむ れ木の

やかてくちなむことそかなしき

　　　　
百首哥中に

」


藤原泰綱
854さためなき世のことはりをおもふには

袖になみたそなをこほれける


源宗景
855なみのうへ うきてたゝよふ水鳥の

をしからぬ身にねの なくらん

　　　　
藤原時朝、かしまのおきすの

　　
社にまいりて彼社僧中に

」
八八

　　
十首哥すゝめ侍けるに


理然法師
856うれ（ママ）
はらやおきつしほあひにたつ波の

しつめかたきはこゝろなりける

　　　　
題不知


親成法し
857くれたけのよはうらむへきふしもなし

身をうくひす ねをのみそなく

」


清原時高
858うきこともなからへてこそまさりけれ

つらきは人のいのちなり り


平時重
859いかにせむあるかひもなきよにふるは

こゝろにたかふいのちなりけり


良義法師
860なか〳〵に世にある人は とへと

」
八九

かす らぬ身そつれなかりける


源基氏
861いけるよりほかにはさして身のと も

おほえぬものをうらみわふらん


大中臣能範
862たらちねにわかれしころを そふれは

をなしほとにも身はおいにけり
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

藤原時盛

」
863たらちねのいさめしことをそむきしは

はかなきまて こゝろなりけり


坂上道清
864うしと見しむかしなれともいたつらに

すくるはおしきこゝろ りけり


大中臣能範
865かしこきもうき身もをなし年月の

つもるはかりやかはらさるらん

」
九〇


藤原泰朝
866うしとても又この ろをなけかしよ

なをなからへはしの れそせん


西命法師
867うしと見し昔の世をはこひなから

またこのころをなにい ふらん


香阿法師
868かゝる身のうきをはしらて世中

」

うらみてぬるゝ袖のうへか


象観法師
869おいらくのかけ見るたひにますかゝみ

うつしこゝろもなきわか身かな


藤原基政
870ゆくすゑを思へはなにか くへき

さすかたのみはある身 りけり

　　　　
懐旧の心を

」
九一


蓮生法師
871故郷ののきのした草しけれとも

かれにしも は人めなりけり

　　　　
題不知


平忠幹
872かす〳〵にむ しのことはわすれねと

うきおもひてはあるかひもなし


大中臣景範

」
873いつとてもをなしうき身は はらぬに

むかしはなとてこひ かるらん


源長継
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874うけかたき人となりけるさきの世の

身にはい なるこゝろありけん


西円法師
875むまれてもあり んものをいにしへに

あはすとなにか身をうらむ覧

」
九二

　（一行分空白）

　　　
目録
春
　　
八十五首
　　
夏
　　
六十六首
　　
秋
　　
百十八首
冬
　　
六十八首
　　
賀
　　
二十首
　　　
神祇
　
廿五首
釈教
　
廿七首
　　　
離別
　
十首
　　
　　
羈旅
　
廿五首
哀傷
　
五十首
　　　
恋上
　
九十七首
　　
恋下
　
七十八首
雑上
　
百廿八首
　　
雑下
　
七十五首
　　
已上七百七十二首

」
　　　　
作者
　
次第不同
鎌倉右大臣家

一首
衣笠前内大臣家

一首
冷泉前大納言
  為家

十一首
土御門大納言
  通成

一首
京極入道中納言
  定家
　

五首
冷泉侍従中納言
  為氏
　

三首


」
九三
壬生二品
  家隆

二首
九条正三位
  知家

一首
右兵衛督
  教定

一首
右大弁光俊朝臣

五首
左中将経定朝臣

二首
左近中将為教朝臣

一首
権中将光成朝臣

二首
左京大夫信実朝臣

四首


」
侍従隆祐朝臣

一首

源有仲

一首
中務大輔為継

一首

平経時

一首
平長時

二首

祝部成茂宿禰

一首
藤原泰綱

四十二首

丹波広長朝臣

三首
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丹波忠茂朝臣

三首

源親行

十二首
藤原頼業

十首

藤原基政

十二首
藤原時家

八首

藤原親朝

十四首
藤原時朝

五十一首

藤原経綱

一首

」
九四
藤原基隆

五首

源孝行

一首
藤原清定

二首

源信行

一首
藤原行経

三首

藤原景綱

四十八首
藤原泰重

五首

藤原重継

五首
藤原時光

一首

藤原泰朝

七首
藤原時盛

六首

平光幹

□首
平忠幹

九首

藤原親長

三首
藤原朝景

八首

平時重

五首

」
丹波国長

二首

藤原景家

一首
藤原親時

三首

大中臣能範

十首
藤原俊定

二首

高階重氏

□首
平幹縄

二首

平幹時

二首
大中臣景範

二首

大中臣光成

二首
源宗景

十首

源長継

八首
源頼明

三首

源基氏

五首
藤原朝氏

八首

源行宗

二首

」
九五
坂上道清

十六首

坂上家光

七首
坂上滋家

四首

平経成

一首
藤原朝基

三首

源憲綱

一首
藤原実好

二首

藤原真義

二首
藤原能季

一首

賀茂在忠

二首
安部泰弘

三首

藤原蔭清

□首
藤原朝高

一首

平時兼

一首
安部資氏

一首

神行郊

一首

」
藤原朝忠

一首

藤原仲兼

二首
藤原経光

二首

惟宗経光

一首
橘公成

一首

豊原泰範

一首
藤原言盛

二首

藤原親教

一首
清原時高

五首

清原時季

八首
清原公高

十一首

大江季房

五首
藤原国知

三首

平秀政

三首
藤原公綱

二首

平道好

一首

」
九六
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平尚時

一首

大江経盛

一首
中原盛綱

一首

紀行宣

一首
源政家

一首

源光泰

一首
清原政高

一首

清原成朝

二首
平朝定

一首

清原光定

一首
清原貞高

一首

無量寿丸

一首
　
僧
付凡僧
　　
次第不同
権僧正
隆弁

一首

見仏上人
松島

一首

」
法印長恵

一首

権少僧都明愉

四首
権律師謙忠

九首

権律師仙覚

三首
権律師隆快

八首

権律師頼観

二首
法眼円瑜

三首

法橋道秀

一首
円勇 師

五首

導阿 師

三首
蓮生法師

五十九首

信生法師

三十三首
浄意法師

四十首

観念法師

一首
素暹法師

五首

行円法師

四首

」
九七
証定法師

十首

有尊法師

八首
西円法師

十七首

西入法師

五首
浄忍法師

九首

円嘉法師

三首
座蓮法師

四首

照因法師

三首
想生法師

十二首

道願法師

二首
親成法師

三首

長円法師

一首
証観法師

三首

覚願法師

二首
仏也法師

三首

謙基法師

一首

」
証意法師

二首

円智法師

一首
弥陀信法師

四首

西仁法師

一首
念生法師

一首

成願法師

一首
玄長法師

二首

仙風法師

三首
西善法師

二首

良空法師

一首
空寂法師

三首

西音法師

四首
近阿法師

一首

名忍法師

一首
諦如法師

一首

称仏法師

一首

」
九八
信聖法師

一首

名信法師

一首
蓮信法師

二首

慶西法師

二首
証願法師

一首

西命法師

二首
寂身法師

一首

有信法師

二首
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神阿法師

一首

理然法師

一首
良義法師

一首

香阿法師

一首
象観法師

二首

生願法師

一首
　　
女房




」
弁内侍

一首

少将内侍

一首
藻璧門院但馬

一首

下野

一首
藤原重頼女

六首

信生法師女

一首
藤原親朝女

五首

浄意法師女

八首
橘友家女

四首

謙信法師女

五首
藤原基綱女

一首

藤原泰家女

一首
謙基法師姉

一首

謙基法師妹

二首
尼西蓮

二首

傀儡
藤王

一首

」
九九
不知交名女哥

四首
　　
已上百八十六人

　（六行分空白）



」



（下冊終）
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